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第

三
節

住

-

民
家
と
居
住
習
俗

た
て
る

・

す
ま
う

・
し

つ
ら
え

る
ー

劉馳真

る
。町

の
中
心
部
は
旧
奥
州
街
道
沿

い
の
矢
吹
宿
の
あ

っ
た
所
で
、
南
北

に
町
並

み
が
形
成
さ
れ
、
水
戸
街
道
と

の
分
岐
点
に
も
な

っ
て

い
る
。
ま
た
、

南

に
も
水
戸
街
道
沿

い
に
中
畑
宿
が
あ
る
。
中
畑
宿
か
ら
は
北
に
三
城
目
を
経

て
須
賀
川
に
向

か
う
脇
街
道
が
阿
武
隈
川
に
沿

っ
て
北
上
し
、
こ
う

し

た
宿

の
周
辺

の
丘
陵
上

お
よ
び
そ

の
縁
に
集
落
と
し

て
農
村
が
立
地
す

る
。

お
ろ
し

気
候
的

に
は
那
須
山
脈

の
影
響
を
受

け
て
冬
季

は
も

ち
ろ
ん
夏
季
も
比
較
的
気
温
は
低
く
、
冬
季
に
は

「
那
須

颪

」
と

い
わ
れ
る
冷
気

が
吹
き
く

ふ
う
じ
ん

だ

る
。

春

先

の
那

須

颪

で
舞

い
あ

が

る

風

塵

は
太

陽
を

覆

う

よ
う

な

こ
と

も

あ

っ
た

と

い

い
、

「
菜

っ
葉

、

か

ら

風

、

か

か

天

下
」

と

い

っ
て

、
か

ら
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風

日
那
須
颪
は

こ
の
地
方

の
名

物
に
数
え
ら
れ

て
い
る
。

初
霜
が
早

い
が
雪
は
少
な
く
、
雪
に
配
慮
し
た
家
は
み
ら

れ
な

い
。

町

の
ほ
と
ん
ど
が

ロ
ー
ム
土
が
表

土
地
利

用
の
変
遷

層
を

覆

っ
て

い
る
E

陵

で
あ

っ

た
。
そ

の
中
心

が
矢
吹
ガ
原
で
あ
る
。

矢
吹
ガ
原
は
阿
武
隈
川
と
そ

の
支
流
釈
迦
堂
川

に
挟
ま
れ

マ
マ
つ
げ
　キ
　

た
南
北

一
五
信
ト
ル、
東
西
八
信
ト
ル
の
洪
積
台
地
上

の
平
坦

地

で
、
酸
性
度

が
強

い
。
耕
作

に
は
不
向
き

の
原

野
で
、

一
部
で
は
小
河
川
お
よ
び
点
在
す
る
溜
池
と
沢
水

に
よ
る

稲
作
も
お
こ
な
わ
れ

て
い
た
が
、
大
部
分

は
こ
う
し
た
原

野

の
中
に
畑
地
を
開
く
畑
作
地
帯
で
あ

っ
た
。

開
発
が
は
じ
ま

っ
た

の
は
明
治
維

新
以
降

で
あ

る
。
明

治
九
年

(
一
八
七
⊥ハ
)

の
天
皇

の
東
北
巡
幸
以
後
、
矢
吹

ガ

原
は
宮
内

庁

の
こ
猟
場
と

し
て
管
理

さ
れ
て

い
た
が
、

昭
和
十
年
に
ご
猟
場

の

一
部
が
払

い
さ
げ
ら
れ
て
、

た
。島

木
健
作
は
そ
の
著
書

『地
方
生
活
』
関
の
白
河

の
項

で
、

こ
の
開
墾
地
は
西
白
河
郡
中
畑
村
、
三
神
村
、
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昭
和
十

一
年
五
月
に
弥
栄
地
区
に
県
北
な
ど

か
ら
入
植
者
が
は

い
り
、

田
畑

の
開
墾
が
は
じ
ま

つ

こ

の

こ

ろ

の
様

子

を

次

の
よ
う

に
描

い
て

い
る

。

川
崎
村

の
三
ケ
村

の
そ
れ

ぞ
れ

一
部

に
ま
た
が

っ
た
縣
有
地

で
、
平
地
山
林

の
開
墾
で
あ
る
。
…
…
…

(中
略

)
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…
…
・:
な
だ
ら
か
な
丘
陵
の
起
伏
が
績
き
、
そ
こ
が
起
こ
さ
れ
て
畑
に
な
り
、
櫟
や
楢
や
柏
の
小
さ
い
木
々
が
ま
ば
ら
に
立

っ
て
ゐ
る
…
…

(中
略
)
…
…
…
麦

の
ほ
か
に
菜
種
が
多

い
。
花
は
ま
だ
咲
い
て
ゐ
な

い
。
非
常
な
厚
播
に
な
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
わ
ざ
と
か
う
厚
く
播
い
て
、
冬
ぢ
ゆ
う
葉
を
間
引

い
て
食
べ
る
の

だ
さ
う
だ
。
…
:
…
・
(中
略
)
…
…
…
水
田
を
や
ら
ぬ
こ
の
開
墾
地
で
は
陸
稲
を
つ
く

っ
て
い
る
。
…
…
…

(中
略
)
…
…
…
低
畝
に
す
る
と
い
ふ
の
は
乾
燥
を

ふ
せ
ぐ
た
め
で
も
あ
る
。
陸
稲
は
非
常
に
よ
く
と
れ
て
六
俵
、
平
均
は
三
俵
ぐ
ら
ゐ
だ
と

い
ふ
。

第

二
次
世
界
大
戦
に
よ
る
中
断
を
経

て
戦
後
に
は
疎
開
者
、
復
員
者
、
農
家

の
二
、
三
男
な
ど

の
移
住
、
入
植
が
は
じ
ま
り

、
か

つ
て
の
原
野
は
次

第

に
畑
地

へ
と
か
わ

っ
て

い
っ
た
。
し
か
し
、
ム
ギ

・
雑
穀
類
を
中
心
と
し
た
栽
培

で
は
生
産
性
も
低
く
、
農
家

に
と

っ
て
は
稲
作
経
営

へ
の
転
換

に

よ
る
安
定
経
営
が
課
題
で
あ

っ
た
が
、
昭
和
三
十

一
年

に
羽
鳥
ダ
ム
が
完
成

し
て
通
水
が
開
始
さ
れ
る
と
矢
吹
ガ
原
は
大
き
く
変
容
し
、
原
野
は
昭
和

四
十

二
年
ま
で
に

一
四
二
四

・
八

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
開

田
が
進
ん
で
大
水
田
地
帯

に
な

っ
て
、
経
営

の
安
定
化
が
図
ら
れ
て

い
っ
た
。

矢
吹
町

に
は
、
大
別
し
て
農
村
と
宿
場

の
二

つ
の
村
落
景
観
が
あ
る
。

町
並
み
の
変
遷

そ
の
う
ち
農
村
は
、
家

屋
敷
が
そ

の
地
域

の
自

然
景
観
を
利
用
し
な
が
ら
建
ち
並
ん

で
い
る
も
の
の
、
あ

る
程
度
不
規
則
で
あ

る

の
に
対
し

て
、
大
和
久

・
中
畑
新
田

・
矢
吹

(以
上
奥
州
街
道
)
・
中
畑

(水
戸
街
道
)
・
三
城
目

(奥
州
脇
街
道
)
の
宿
場
は
、

一
本

の
街
道
に
沿

っ

て
道

の
左
右
に
整
然
と
家
が
建
ち
並
び
、
規
律
的
、
人
為
的
に

=
疋
の
町
割
り

(屋
敷
割
り
)
を
も

っ
て
つ
く
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
も

で

き

る
だ
け
平
等

な
条
件

の
も
と

で
街
道
を
利

用
す

る
人
た
ち

の
用
に
足
り

る
よ
う
、
ま
た
、
人
馬
の
負
担
を
さ
せ
る
た
め
に
、
屋
敷
面
積
を
ほ
ぼ
均

一

に
短
冊
型
に
割
り
振

っ
て
い
る
。
短
冊
型
に
割
り
振

る
理
由
は
後

述
す

る
が
、
街
村
状
に
形
成

さ
れ
、
周
辺

の
農
村
と
は
ま

っ
た
く
異
な
る
景
観

に
な

っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
宿
場

で
も
、
三
城
目
は
占
代
東
山
道

の
道
筋

で
あ

っ
た
と

い
う
説
が
あ
り
、
古

い
集
落

の
中
心
地
が
変
容
し

て
宿
場
を
形
成

し
て
い

っ
た

と
考
え
ら
れ
て

い
る
が
、

ほ
か

の
大
和
久

・
中
畑
新
田

・
矢
吹

・
中
畑
は
、
江
戸
時
代
初
頭
の
全
国
的
に
実
施
さ
れ
た
街
道
整
備
と
同
時

に
周

辺
の
村

か
ら
人
家
を
集

め
て

つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、
大
和
久
は
隈
戸
川
沿
岸

か
ら
、
中
畑
新
田
は
中
畑
村
か
ら
、
矢

吹
も
隈

戸
川
沿
岸
か
ら
人
家
を
移
動
さ
せ

て
宿
場
を
形
成

さ
せ
て
い

っ
た
と
伝
え

ら
れ

て
い
る
。
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矢
吹
宿

の
成
立
な
ど

に
つ
い
て
は
、
は
じ
め
の
章

「矢
吹

の
風
土
と
歴
史
」

に
詳
し

い
の
で
そ
れ

に
譲
る
が
、
「
当
宿

面
々
家
之
覚
」
・
「安
政

二
年

都
而
心
得
覚
控
」

(
一
八
五
五
)
な
ど
に
よ
れ
ば
、
天
正
十
八
年

(
一
八
五
九
)

に
整
備
さ
れ
、
南
北
五
町

一
四
間
戸
数
六
七
軒

と
あ
り

、
嘉
永

四
年

(
一
八

五

一
)
当
時
は
上
桝
形
か
ら
下
桝
形
ま
で
南

北
六
町
五
三
問
戸
数

=

○
軒
あ

っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
約
二
七
〇
年

の
問
に

一
町
三
九
間
、
戸

数

に
し

て
四
三
軒

ほ
ど
拡
張
し
て

い
る
。

さ
ら

に
、
「
当
宿
面

々
家
之
覚
」
・
明
治
十
六
年

の
矢
吹
村
地
籍
図

・
現
在

の
町
並
み
か
ら

の
復
元
な
ど
に
よ
り
町
割
り

(
屋
敷
割
り
)
を

み
る
と
、

前
述
し
た
よ
う

に
道
路

に
面
し
て
間
口
が
せ
ま
く
奥
に
長

い
短
冊
状

の
屋
敷
地

で
あ

る
こ
と

が
確
認

さ
れ
る
。

「
当
宿
面

々
家
之
覚
」

の
記
載

に
は
、

片

ハ
ミ
屋
勘
左
衛
門
宅
表
間

口
は
二
八
間
、
大
緑
屋
半
兵
衛
半
軒
前
譲
受
、
大
野
屋
角
右
衛

門

↓
軒
半
前
普
請
な
ど
の
記
載
が
あ
る
。
住
吉

屋
伝

四
郎

宅
地
は

「
元
は
二
軒
前
」
と
あ
る
が
、
本
来
、

一
軒
前
と
は
村
内

に
住
家

・
屋
敷
地
を
持
ち
、
諸
負
担

・
軒
役

(
の
ち
間

口
役
)

の
義

務
を
負
う
家
を

さ
し
た
。
宿
場

で
は
、
用
意
す
る
人
馬

の
馬
役
と
歩
行
役
、
そ
の
他
諸
負
担
を
は
じ
め
は

一
軒
と

い
う
単
位

で
割
り
あ

て

コ

軒
前
」
と

し
た
が
、

こ

こ

で
は
間
口
の
広
さ
を
示
し
て

い
る
と
推
察
さ
れ
る
。

東
海
道
岡
崎
宿

で
は
六
間
間

口

一
軒
を
本
馬

一
疋
役

、
三
間
間
口

一
軒
を

一
歩
行
役
、
中
山
道
藪
原
宿
は

二
間
半
、

三
間
を

一
軒
役

(『
宿
場
町
』

芳
賀

登
著

柳
原
書
店
)
と

し
た
が
、
宿
場
に
よ

っ
て
は

一
軒
前

の
間

口
も
端

や
中
央
と

い

っ
た
家
の
位
置

で
、
ま
た
、
各

宿
場
で
違

っ
て
い
た
と

も
さ
れ
る
。
立
地
条
件
に
よ
り

一
軒
前

の
間

口
の
広

さ
が
違
う
が
、
六
間
と
か
七
間
と
か
八
間
と
か
を

一
軒
前
と
し
、
間
口

の
広
さ
に
応
じ

て
負
担
さ

せ
る
方
法
を
と

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

福
島
県
教
育
委

員
会
編

『歴
史

の
道

奥
州
街
道
』
所
収

の
本
宮
町

の
苗
代

田
宿

の
記
載

で
は

「
…
…
…
間

口
五
間
、
奥
行

三
〇
間
程
度

の
宅
地
が

八
〇
筆
あ
る
が
、
地
域

の
伝
承

に
よ
る
と
前
記
の
宅
地

一
筆
は

「
半
軒
前
」
と

い
わ
れ

て
い
る
の
で
、
町
割
り

の
初
期
に
は
間
口

一
〇
間
、
奥

行
三
〇

問
ほ
ど

の
宅
地
が
五
〇
筆
程
度
あ
る
集
落
で
あ

っ
た
と
予
想
さ
れ
る
。
…
…
…
」
と
あ
り
、

一
軒
前
と
は
前
述

の
よ
う
に
諸
役

の
基
準

で
は
な
く
、
間

口
の
広
さ
と
し
て
使

わ
れ

て
い
る
。

さ

て
、
長
さ
の
基
準

で
あ
る

↓
問
は
、
長

い
間
、
単
位
と
し
て
は
あ

る
も

の
の
不
統

一
の
ま
ま

で
あ

っ
た
が
、
建
築
史
上
、
床

に
畳
を
し
き
詰
め

る
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よ
う

に
な

っ
た

一
五
世
紀

の
末

に
は
統

一
規
格

の
六
尺
五
寸
と
な
り
、
こ
の
畳
規
格
が

「京

間
」
と
よ
ば
れ
た
。
京
間
の
場
合
、
畳
寸
法

の
長
手

は
六

尺
三
寸

に
な
る
。

豊
臣
秀
吉
が
実
施
し
た
文
禄

の
太
閤
検
地
で
は

「
」ハ
尺
三
寸
を

一
間
」

(柱
割
り

六
尺

五
寸
)
と
定
め
た
が
、
当
時

こ
の
地
方
で
検

地
を
実
施

し
た

蒲
生
氏
郷
も
、
会
津
支

配
を
任
さ
れ

て
城
下

の
整
備

に
あ
た

っ
て

の
町
割
り

に
は
六
尺
五
寸
竿
を
使
用

し
、
家
屋
建
築
に
は
柱
間

六
尺
五
寸
、
畳
寸
法

六
尺
三
寸
を

一
問
と
す
る
基
本
寸
法
を
用

い
た
こ
と

は
想
像

に
か
た
く
な

い
。
ま
た
、
福
島
県
南
地
方

お
よ
び
会
津
地
方

の
古
民
家
建
築
調
査
例
を
み

て
も
、
通
常

一
間
が
六
尺
三
寸

で
あ
る
間
尺
を

「
六
三
問
」
・
「会
津
間
」
と
よ
び
、
長
く
用

い
ら
れ
て

い
た

こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
の
で
、

こ
の
二

つ

の
地
方

で
は
、
江
戸
時
代
を
と
お
し

て
土
木
建
築

の
尺
度
は

一
間

11
六
尺
五
寸

に
統

一
し

て
使
用
さ
れ
て

い
た

こ
と
が
推
察

さ
れ
る
。

福
島
県
立
博
物
館
が
実
施
し
た
会
津
若
松
市
七

日
町
で
の
城
ド
町
割

り
調
査

(「
町
並
み

の
復
元
」
『
福
島
県
立
博
物
館
学
術
報
告
書

第

19
集
』
)

に
よ
る
と
、
「
七
日
町
通
り
の
北
側

の
屋
敷
割
り
は
、
す

べ
て
道
路

に
面
し
て
間
口
が
せ
ま
く
奥
行
き

の
長

い
地
割
り

に
な

っ
て
い
る
南
側

で
は
、
間

口
が
広

く
奥
行
き

の
短

い
屋
敷
が
二
筆
あ
り
、
し
か
も

通
り

に
面
し

て
他

の
町
が
割
り
込

ん
で
い
る
。
そ
れ
で
、
町

の
長
さ
六
町
四
間
半

の
二
倍

の
長

さ
か
ら
、
両
側
に
派
出
す
る
道
路

の
幅
、
間

口
の
広

い
二
軒
分

の
間

口
及
び
他

の
町
が
割
り
込

み
分
を
差
し
引
く
と
、
延

べ
の
間
口
が
六
五
九
問

二
尺

二
寸

(三
九

五
六
尺

二
寸
)
と
な
る
。

こ
れ
を

一
四
七
軒
分
で
割

る
と

一
軒
前
は
二
六
尺
九
寸
余
と
な
り
、
京

間
に
換
算
す
れ
ば
、
四
間
と
九
寸
余
と

な
る
。

こ
の
数
値
か
ら
見
る
限
り
、
氏
郷
は
町
割
り

に
六
尺

五
寸

一
間

の
京
間
を
用

い
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と

述
べ
て

い
る
が
、

「当
宿

面

々
家
之
覚
」
・
「
安
政
二
年
都
而
心
得
覚
控
」

(
一
八
五
五
)
な
ど

に
よ
り
矢
吹
宿

の
尺
度

に
つ
い
て
試
み
る
と
、
天
正
十

八
年

(
一
五
九

〇
)

に
整

備
さ

れ
た
矢
吹
宿

は
南
北

五
町

一
四
間
、
戸
数
六
七
軒
と
あ
り
、

「
五
町

一
四
間

11
三

一
四
間
」

「
=
二

四
間

×
二

・
⊥
ハ
七

11
九

・
三
七
三

一
三
四
三

…
…
…
」

一
軒
前

は
約
九
間

二
尺
五
寸
余
と
な

る
。

会
津
若
松
市
七
日
町

で
の
城
下
町
割
り
は
、
宿
場
整
備
当
初
は
京

間
に
換
算
す
れ
ば
約
五
間
と
な
り
、

こ
の
数
値
を
み
る
か
ぎ
り
、
氏
郷
は
町
割
り

に
六
尺
五
寸

一
問
の
京

間
を
用

い
た
と
推
定
す

る
こ
と
が

で
き
る
。
苗
代

田
宿

の

一
軒
前
は

一
〇
問
で
、
矢
吹
宿
で
も
ほ
ぼ
同
様

の
数
字
が
得
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
宿
場
が
整
備

さ
れ
た
当
初

の

一
軒
前
は

一
〇
問
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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「矢
吹

町
史
』
第

-
巻
通
史
編

の

「
年
不
詳
矢
吹
村
町
割
図
」

(本

町

佐
久

間
光
男
蔵
)

で
は
間

口

一
軒
前
六
間

(
一
〇

・
八
メ
ー
ト
ル
)
と
あ

る
。

『当
宿
面

々
家
之
覚
』

に
よ
る
町
並
み

の
復
元
か
ら
も

一
軒
前

が
六
間
と
変
遷

し
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、

一
間
が
六
尺
と
決
ま

っ
た
の
は
明
治

二

十
四
年

の
度
量
衡
法

の
制
定
と
さ
れ
る

(「
単
位
も

の
知
り
帳
』
小
泉
袈
裟
勝

彰
国
社

)
の
で
、
明
治
十
六
年

の

「
矢
吹
村
地
籍
図
」

の
尺
度
も

六

尺
五
寸

に
基
づ

い
て

い
る
と
考
え
ら
れ
、

一
問
を
六
尺
と
す
る
こ
と
は
公
共
の
尺
度
と
し

て
は
適
当

で
は
な

い
で
あ
ろ
う

。
距
離
を
は
か
る
に
も
家
を

建
て
る
に
も
同
じ
尺
度
を
使
う

の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

宿
場
内
が
短
冊
型

の
細
長

い
町
割
り

(屋
敷
割
り

)
で
あ
れ
ば
、
当
然

、
敷
地
内

の
建
物

の
建
て
方

に
も
特
色
が
あ
ら
わ
れ
る
。

宿
場
を
含
め

て
町
場
に
特
色
的
な
商
家

の
間
取
り
形
式
を
み
る
と
、
職
業
ヒ
道
路

に
面
す
る
店
か
ら
主
屋
奥

の
作
業
場
ま
で
店
舗
と
居
住
空
間
が

一

体
に
な

っ
て
い
る
場
合
が
多

い
。
道
路

に
面
し
て
店

舗
入
口
を
設
け
、
建
物
の
内
部
は
人
と
物

の
流
れ
を

可
能
と
す
る
た
め
に
、
入
口
か
ら
居
住
空
間

を
と
お

っ
て
表
作
業
場
や
蔵
ま

で
通
り
抜
け
が
可
能
な

「通
り
」
を
造
作
す
る
の
が
通
例

で
、
入

[
部
は
、

一
般
的

に
農
家
が

「
平
入
り
」

で
あ
る
の

に
対
し
て
、
町
屋

の
場
合
は

「妻
入
り
」
と
す
る
。

入
口
の
向
き
が
違
え
ば
、
間
取
り
な
ど

の
居
住
空

間
も
使

い
勝
手
が

い
い
よ
う

に
農
家

の
間
取
り
と
は
大
き
く
異
な
る
。

店
鋪
の
奥

に
ウ
ナ
ギ

の
寝
床
の
よ
う

に
長
く
続
く
間
取
り
の
町
家
が
矢
吹
宿
に
も
多
く

み
ら
れ
た
が
、
宿

場
の
屋
敷
割
り
を
間
口
が
せ
ま
く
奥
行
き

が
長

い

「短

冊
型
」

に
と
る
こ
と
は
、

こ
う
し
た
意

味
で
適
し

て
い
る
。

ま
た
、
矢
吹
宿
は
奥
州
街
道
の
宿
場

で
、

ほ
か

の
宿
よ
り
も
大
規
模

で
あ
る
。
農
家

の
戸
数
や
農
業

へ
の
依
存
度
も
低
く
、
商
家
や
旅
籠
な
ど

の
町

家

に
は
こ
う
し
た
妻
入
り

の
家
が
多

か

っ
た
。

「天
保

一
〇
年

中
畑
村
宿
村
図
」

(「
矢
吹
町
史
』
第

1
巻

通
史
編
所
収
)

で
も
描
か
れ

て
い
る
屋
敷

は
、
陣
屋
と
問
屋
を
除
く
と
道
路

に
直
角

に
配
し
て
い
る
が

「
妻
入
り
」

で
は
な
く
、
そ

の
入

日
は
道

路
に
面
し
な

い

「平
入
り
」
と
な

っ
て
い
る
。

農
家
で
は
、
採
光
と
脱
穀
や
乾
燥
を

お
こ
な
う
た
め
に

ニ
ワ
を
広
く
と

る
。
農
作
業

と
の
係
わ
り

の
高
さ
と
そ
の
た
め
の
重
要
性
を
考
え

た
た
め

で
あ

る
が
、
同
じ
宿

場
と

い

っ
て
も
、
中
畑
宿
な
ど
は
矢
吹
宿
と
比
較

し
て
農
業

へ
の
依
存

度
が
高

い
宿
場
で
あ

っ
た
と

い
え
、
民
家

の
間
取
り
形
態

に
も

違

い
が
あ

っ
た
。
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旧
奥

州
街
道
沿

い
に
矢
吹
宿
、
水
戸
街
道
沿

い
に
中
畑
宿
が
あ
り
、
中
畑
宿
か
ら
は
北
に
三

宿
場
と
農
村

城
目
を
経
て
須
賀
川

に
向
か
う
脇
街
道

が
は
し

っ
て
い
た
。
宿
場
の
出

入
口
は
戦
略
的
な
意

か
ぎ
が
た

味
合

い
も
あ
り
、
直
線
的
な
視
界
を
遮

る
よ
う

に
鈎
型
に
曲
が
り
、
屋
敷
地
は
街
道

に
沿

っ
て
短
冊
型

に
細
長

い
地
割
り

に
な

っ
て

い
る
。

農
村
は
、

こ
う
し
た
宿
の
周

辺
の
丘
陵
上
お
よ
び

そ
の
縁
に
集
落
と
し
て
立
地
す
る
。

農
家

に
と

っ
て
作
物
栽
培
に
は
堆
肥
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
も

の
で
あ
る
が
、
自
家
だ
け

で
ま
か
な
え
な

い

場
合

が
多

い
。

人
の
多
く
集

ま
る
宿

は
堆

肥

(人
糞

)
の
大
生
産
地

で
あ
り

、
第

二
次

世
界
大
戦
直
後
ま

で
、

松
倉

の
農
家

で
は
大
量
に
得

る
こ
と
が

で
き
る
学
校

へ
、
小
松

で
も
牛
車
な
ど
に
野
菜
を

の
せ

て
矢
吹

の
商
家

に
い

っ
て
人
糞
と
交
換

し
て

い
た
。
三
城
目
で
は
須
賀

川
に
、
明
新

で
は
石
川
に
、
鏡
石

の
農
家

で
も
矢
吹

の

商
家

に
い

っ
て
人
糞
と
交
換
し

て
い
た
。

宿
場
と
農
村
は
、
互
い
に
有
機
的
な
結
び

つ
き

に
よ
り
地
域
の
経
営

に
か
か
わ

っ
て

い
た
の
で
あ

る
。

二

住
ま

い
の
習
俗

な
り
わ
い

資
力

や
生
業

に
よ
り
建
物

の
種
類

や
数
、
大
き
さ
に
違

い
が
あ

る
も

の
の
、
矢
吹
町
の
農
家

屋

敷

構

え

おも
や

の
特
色
と
し

て
は
寝
食
を

は
じ
め
日
常

の
生
活
の
中
心

の
建
物

で
あ
る
主
屋
を
中
心
に
、

ア

マ
ヤ

(納
屋
)
、
土
蔵
、
外
便
所
、
木
小
屋
、
隠
居
屋
な
ど

の
付
属
屋
と
、
防
風

や
防
火
を
主
た

る
目
的
と
し

て
こ
れ
ら

の
建
物
を
囲
む
生
け
垣
や
屋
敷
林

が
あ
り
、

こ
れ
ら
を
あ
わ
せ
て
ヤ
シ
キ
と
か
ヤ
シ
キ
ウ
チ
と
よ

ぶ

が
、

こ
う
し
た
景
観
を
総
称
し

て
屋
敷
構
え
と

い
う
。

【写 真71】 中畑宿(本 村)上 空から【写真72】 中畑(本 村)
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屋
敷
構
え
は
地
形
や
日
あ
た
り
、
風

の
向
き
や
道
路

の
配
置
に
よ

っ
て
決
め
ら
れ
る
。
当
然
農
家
と
農
家
以
外

の
職
業

で
は
屋
敷
構
え
が
異
な
る
が
、

一
般
的
な
農
家

で
は
屋
敷

の
中
央
か
ら
北
側
に
寄

せ
て
、
採
光
を
考
慮

し
て
主
屋
を
南
向
き
に
建

て
、
主
屋

の
南
側
前
面

は
農
作
業
を
お
こ
な
う
た
め

に

ニ
ワ
を
広
く
と
り
、

ニ
ワ
を
囲
む
よ
う
に
ア

マ
ヤ
、
土
蔵
、
外
便
所
、
木
小
屋
、
隠
居
屋
な
ど
の
付
属
屋
を
配
置
す
る
。
と
き

に
は
屋
敷
畑
を
持

つ

家
も
あ

る
が
、
そ
の
外

側
に
、
主
屋

の
背
後

(
北
側
)

に
は
高
木
を
、
南

は
採
光
を
考
え
て
背

の
低

い
低
木
を
植
え

屋
敷
全
体
を
囲

っ
て
い
る
。

主
屋

の
周
り
は
、
主
屋
前
を
イ

ン
メ
エ
と
か

エ
ン
メ

エ
、
裏
は
セ
ト
、
脇
を

ツ

マ
、
敷
地
か
ら
道
路

に
出
る
部
分
を
キ
ド
グ
チ
と
か
カ
ド
グ
チ
と
よ
ぶ
。

一
方
、
矢
吹
を
は
じ
め
根
宿
、
原
宿
な
ど
の
旧
宿
場
と
し

て
栄
え
た
地
域

で
は
街
村

の
形
態
を
と
り
、
長
方
形

の
短
冊
型

に
地
割
り
さ
れ
た
敷
地

に

妻
側
を
道
路
に
向

け
て
主

屋
を
配
置
し
、
奥

に
付
属
屋
を
配
置
す
る
な
ど
か
ぎ
ら
れ
た

ス
ペ
ー
ス
に
配
慮
し
た
独
特

の
屋
敷
構
え
を
と

っ
て

い
る
。

「
屋
敷

に
イ
グ
ネ
、
そ

の
家
に
年
寄
り
」
と

い
い
、
矢
吹
町

で
は
屋
敷
林
を

イ
グ
ネ
と
よ
び
、

ス
ギ

・
ケ
ヤ
キ

・
カ
シ

・
ヒ
バ

・
ヒ

屋

敷

林

ノ
キ

・
ク
ヌ
ギ
な
ど

の
木
を
植
え

て
い
る
。

こ
う
し
た
資
料
に

「
正
徳
六
年

三
城
目
組
堤
村
居
久
根
地
付
山
御
改
帳
」
が
あ
る
が
、
イ
グ
ネ
、
地
付
山
と

も

に
松
が
多
く
、
特
に
地
付
山
は
松

が
大
部
分

で
あ
る
。
地
付

山
は
屋
敷
回
り

に
か
ぎ
ら
ず
離
れ
た
所

に
あ

る

こ
と
か
ら
、
個
人
が
所
有
す
る
土
地

つ
き
林
と

で
も

い
え
よ
う

か
。

イ
グ
ネ
も

や
は
り
樹
種
に
は
松
が
多

い
が

雑
木
を
筆
頭

に
漆

・
栗
な
ど
が
あ
り
、
主
屋
近
く

の
、
ま
た
、
屋
敷

回
り

の
木
立

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
地

付
山
は
用
木

・
用
材
を
目
的
に
、
イ

グ
ネ
が
そ
れ

に
プ

ラ
ス
し
て
食
料

や
生
活

に
密
着
し
た
も

の
を
植
え

て
い

た

こ
と
が
わ
か
る
。現

在

は
サ
カ
キ
を
主

に
、

ベ
ニ
カ
ナ
メ
な
ど
多
く

の
広
葉
低
木
樹
が
庭
の
美
的

景
観

お
よ
び

生

け

垣

境
を
示

し
な
が
ら
視
界
を
遮
断
す
る
目
的
で
植
え
ら
れ

て
い
る
。
今
で
は
ど
こ
の
家

に
も

み

ら
れ

る
が
、
文
字
通
り
成
長
変
化
す

る
植
物

(樹
木
)
を
植
え
並

べ
て

つ
く
る
垣
根
で
、
そ
の
管

理
に
手
を
か

け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

【写真73】 屋敷林(円 谷 良行家)
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【表7】 正徳6年 提村居久根 ・地付山箇所数(正 徳6年2月 三城目組提村居久根地付山御改帳〉

総本数 桧松 雑木 栗 総本数 松 雑木 漆 備考

居久根
甚五郎

250本 200本 40本 10本 地付山
地付山

420本
150本

420本

150本

貞右エ門 150本 100本 50本 150本
200本

90本
200本

60本 4本

惣兵衛 200本 17〔工本 30本 150本
200本

150本
200本

久右エ門 100本 100本 1本

久三郎 100本

40本

100本

40本

治兵衛 50本 30本 10本 10本 150本

50本

150本

50本

1本

徳兵衛 50本 40本 10本 70本

3〔1本

70本

30本

1本

彦二郎 50本

30本

50本

30本

2本

十三郎 250本 205本 20本 25本 40本 40本 1本

小右エ門 250本 205本 20本 25本 50本 50本 2本

長左 エ門 20本 19本 榎1本 50本 50本

忠右エ門 150本 llO本 40本 300本
70本

50本

300本
70本

50本

2本

喜左 エ門 30本 20本 豆0本 2本

次左 エ門 55本 30本 15本 10本 1本

久左 エ門 58本 48本 10本 300本 300本 2本

八兵衛 15本 15本 140本 140本

弥五兵衛 150本 65本 85本 50本
50本

800本

80本

50本

800本

80本

栗30本
20本

喜左 エ門 50本 杉10本

桧10本

15本 15本 150本

200本

120本
100本

200本

100本
120本

150本

200本

120本
100本

200本

100本
120本

三宝寺境内 35本 5本 杉20本 桧10本

上ノ宮大明神
境内

250本 250本

鎮守三宝荒神堂
境 内

155本 5本 杉150本

※刈敷山を除き、一覧表を作成 ※届久根、地付山も松を主に構成されていることがわかる

※松 ・雑木 ・栗が主体で、杉、桧、榎は従になる ※漆は他の木と別に記載される
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【表8】 宝永7年 提村居久根 ・地付山箇所数(宝 永7年 三城目組提村居久根地付山松改帳)

総本数 桧松 雑木 栗 総本数 松 雑木 漆 備考

居久根
久左エ門

150本 100本

桧20本

20本 10本 地付山 ?

?
300本

750本

?

300本

750本

治兵衛 75本 65本 10本 50本
150本

300本
50本

50本
150本

300本

栗40本

10本

彦次郎 50本

30本

50本

30本

2本

二郎兵衛 50本 30本 10本 10本 70本

20本

70本
20本

1本

徳兵衛 50本 40本 10本 70本
30本

70本
30本

1本

甚五郎 280本 200本 40本 10本 470本

150本

470本

150本

貞右 エ門 150本 100本 50本 150本
150本

90本
150本

60本 4本

吉兵衛 250本 219本 30本 穐1本 450本

130本

450本

130本

久右 エ門 60本 60本 1本

久=三郎 50本

40本

50本
40本

六右 エ門 25〔}本 230本 20本

十三郎 250本 205本 20本 25本 40本 40本 1本

権六 250本 205本 20本 25本 50本 50本 2本

市{一郎 20本 19本 1本 45本 45本

長介 150本 100本 40本 450本

70本
50本

450本

70本
50本

2本

佐平 30本 20本 10本 30本 30本 2本

彦四郎 55本 30本 15本 10本 1本

仁兵衛 40本 30本 10本 215本

善之丞 18本 17本 250本 250本 2本

八兵衛 15本 15本 280本 280本

三宝寺境内 35本 5本 杉20本 桧10本

鎮守三宝荒神堂
境内

155本 5本 杉150本

上ノ宮大明神
境内

250本 250本

※表題に 「地付山松改帳」とあり、 「松」を改めることを主眼としていることがわかる

※漆は別記にし、その重要さがわかる ※善之丞居久根総数18本 と内訳雑木17本 と数があわない
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塀

の
か
わ
り
に
ウ

コ
ギ
を
植
え
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
ト
ゲ

の
あ

る
植
物
を
密
植
し

て
仕
立

て
、
外
敵

の
侵
入
を
防
止
す

る
意
味
あ

い
も
あ
る
が
、
若

し

よ

う

き

ょ

う

そ

う

葉

.
新
芽
は
食
用

に
、
葉
は
茶
と
し
て
飲

用
に
、
根
皮

は
滋
養

強

壮

の
薬
用

に
、
枝

の
髄
は
燈
心
に
利
用
で
き

る
。
米
沢
藩

で
は
下
級
武
士

が
こ
の

両
方
を
目
的
と
し
て
屋
敷

の
道
路
側
に
植
え
た
と
さ
れ
る
。
美
的
景
観
と
と
も
に
よ
り
実
用
を
か
ね
た
工
夫

が
あ

っ
た
。

全
国

に
は
そ

の
地
域
地
域

で
の
家
を
建

て
た
り
住
ま
う

こ
と
に

い
い
な
ら
わ
し

・
諺
が
あ

る
。
そ
れ
は
単
な
る
迷
信
の
こ
と
も

樹
木
と
居
住
習
俗

あ
る
が
、
中
に
は
先
祖

の
長

い
間

の
歴
史
的
な
経
験
を
内
容
と
し
て
い
る
も

の
も
少
な
く
な

い
と
考
え
ら
れ
、
矢
吹

町
で
も
多

く

の
諺
が
言

い
伝
え
ら
れ

て
い
る
こ
と

が
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
調
査

で
き
た
。

①
風
除
け
や
火
防
を
目
的
と
し
て
、
家

の
回
り

に
な
に
か
を
立

て
た
り
植
え
た
り
し
ま
す
か
。

・
イ
グ
ネ
を

屋
敷
回
り
に
植
え

る
。

・
イ
グ
ネ

に
、

ス
ギ

・
ケ
ヤ
キ

・
カ
シ

・
ヒ
バ

・
ヒ
ノ
キ

・
ク
ヌ
ギ

.
火
除
け
と

し
て
カ

シ
を
植
え

る
。

な
ど
を
植
え
る
。
カ
シ
が
多

い
。

②
屋
敷
回
り

や
屋
敷
内

に
は
、
な
に
を
ど

こ
に
植
え
る
と
よ
い
と

い
わ
れ

て
い
ま
す
か
。

.
屋
敷
回
り

や
屋
敷
内
に
ウ

コ
ギ
を
植
え
る
。

・
玄

関
に
ナ

ン
テ
ン
を
植
え

る
。

.
屋
敷

回
り

や
屋
敷
内
に
ナ

ツ
メ
を
植
え
る
。

・
井

戸
の
回
り
に
お
茶

の
木

や
松
を
植
え
る
。

ひ
い
ら
ぎ

.
屋

敷

回

り

や

屋

敷

内

に

ナ

ン

テ

ン

・

柊

・
ケ

ヤ

キ

・
杉

を

植

・
井

戸

の
回

り

に

カ

シ
を

植

え

る
。

え

る
。

・
土

蔵

の
前

に
カ

シ
を

植

え

る
。

.
屋
敷

回

り

に
カ

シ

を

植
え

る
。

・
便

所

に
ナ

ン
テ

ン
を

植

え

る

。

・
屋
敷

内

に
梅

を

植
え

る

。

・
便

所

に

キ

ン

モ
ク

セ
イ

を

植

え

る

。

.
塀

の
か

わ

り

に
ウ

コ
ギ
を

植

え

る

。

・
鬼

門

・
病

門

に

ナ

ン

テ

ン
を

植

え

る

。

.
家

の
門

に
松

を

植
え

る

。

・
鬼

門

に

ナ

シ

を
植

え

る
。

・
家

の
門

に
柊

を

植
え

る
。

・
家

の
裏

に

ツ
バ

キ
を

植

え

る

。
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・
乾

(戌
亥

)

に
梶

を

植

え

る

。

・
火

防

け

に
カ

シ

を

植
え

る
。

・
日

除

け

に

カ

シ
を

植

え

る

。

・
風
防

け

に
野

竹

・
杉

・
カ

シ
を

植

え

る

。

③

屋

敷

回

り

や

屋
敷

内

に
は

、

な

に
を

ど

こ

に
植

え

る

と
悪

い
と

い
わ

れ

て

い
ま

す

か
。

・
屋

敷

回

り

や

屋
敷

内

に
、

イ

チ

ョ

ウ

・
ツ
バ

キ

・
イ

チ

ジ

ク

・

ザ

ク

ロ
を
植

え

る
と

悪

い
。

・
屋

敷

回

り

や

屋

敷

内

に

、

フ

ジ

・
サ

ガ

リ

ッ

コ

・
サ

ル

ス

ベ

リ

・
ア
セ
ビ

・
ウ

マ
ツ

ツ
ジ

を

植
え

る
と

悪

い
。

・
屋

敷

回

り

や

屋

敷

内

に
、

垂

れ

さ

が

る
植

物

を

植

え

て

は

な

ら

な

い
。

・
境

木

に

玉

椿

を

植

え

て

は

な

ら
な

い
。

跡

取

り

(後

継

者

)

育

た

な

い
と

い
わ

れ

る

。

・
木

戸

口

に
柊

を

植

え

て
は

な

ら

な

い
。

・
家

の
裏

に
山

椒

を

植

え

て

は

な

ら
な

い
。

・
家

の
東

や
南

に

カ
シ

ワ

・
ナ

ン
テ

ン
を

植

え

て
は

な

ら

な

い
。

④
家

の
材
料
と
し
て
、
ど

こ
に
ど
ん
な
も

の
を
使
う
と
よ

い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

・
家

の
材

料

と

し

て
ど

こ

か

に

ミ
ズ

ノ

キ

を

使

う

。

火

防

け

に

な

る
。

・
棟

木

に

ミ
ズ

ノ

キ

を
使

う

。

火

防

け

に

な

る
。

・
棟

木

に

ミ
ズ

ノ

キ

を

一
本

使

う

。

火

防

け

に

な

る
。

・
天
井

の
梁

に
松

を

使
う

。

・
タ

チ

キ
リ

バ
シ

ラ

(大
黒

柱

)

に
ケ

ヤ

キ

を
使

う

。

・
土
台

に
は

栗

を

使

う

。

・
土
台

に
は

栗

か

ヒ
ノ

キ
を

使

う

。

・
床

柱

に
桑

や
梶

を

使

う

。

・
床

柱

に

ク

ロ
ガ

キ
を

使

う

。

・
柱

に

ヒ
ノ

キ

や
松

を

使

う

。

・
エ

ン

コ
板

に
松

や

ヒ

ノ
キ

を

使

う

。

・
玄

関

に

モ
ミ

ジ
を

使

う

。

・
茶

の
間

に

梶

や

ケ

ヤ
キ

を

使

う

。

・
イ

ロ
リ

の
上

の
桁

に

ミ
ズ

ノ
キ

を

使
う

。

火

防

け

に
な

る

。

・
イ

ロ
リ

に
サ

ク

ラ
を

使

う

。

・
土

蔵

の
棟

木

に

ミ
ズ

ノ
キ

を

使

う

。

火

防

け

に
な

る
。

が
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⑤

そ
の
ほ
か
、
住
居
に
関
す
る
諺
。

・
柱
に
四
方
建

て

(中
心

の
柱
か
ら

四
方

に
間
仕

切
り
が

つ
く
形
)

は
よ
く
な

い
。

・
床
挿

し

(
竿
縁
天
井

の
竿
縁

の
方
向

が
床

の
間
に
向
か

っ
て

い

る
形
式
)
は
よ
く
な

い
。

・
北

口
の
玄
関
は
よ
く

な

い
。

・
便
所

や
風
呂
は
主
屋
の
北
に
つ
く
れ
。

・
乾

(戌
亥
)
便
所
に
、
巽

(辰
巳
)
井
戸
。

・
隠
居
は
西
に
出
せ
。

・
隠
居
は
東
に
建

て
る
な
。

農
家

で
は
、
採
光
を
考
慮

に
主
屋
を
南
向
き

に
建

て
、

前
庭

(
ニ
ワ
)

こ
な
う
た
め

に
前
庭
を
広
く
と

る
。
ま
た
、

も
よ
ん

で
い
る
。
稲

や
ム
ギ
の
脱
穀
を
は
じ
め
、

・
隠

居

は

十

万

億

土

に
近

い
方

に
出

せ

。

・
大

将

軍

の
方

角

に

は
家

を

建

て
る

な

。

・
神

棚

の
下

を

通
路

に
使

う

な

。

・
床

の
間

は

南
向

き

か
東

向

き

が

よ

い
。

・
逆

さ

柱

(木

の

元

口
を

上

に

末

口
を

下

に

し

て
建

て

た

柱

)

使

う

な

。

・
材

料

は

元

と

元

、
末

と

末

を

あ

わ

せ

る

な
。

・
柱

に
ヒ

バ

(火
柱

と

い
う

)

を

使
う

な
。

・
±

蔵

は

朝

・
夕

し
か

開

く

な

。

主
屋
の
南
側
前
面
は
農
作
業
を

お

縁

の
前
な
の
か
家

の
前
な

の
か

エ
ン
メ

エ
と

そ
の
選
別

や
乾
燥
に
使
わ
れ
た
の
で
南
側

に
は
高
木
は
あ
ま

り
密
生
さ
せ
な

い
。
今

で
こ
そ
、
前
庭

の
作
業

場
と

し
て
の
役
割
は
な
く
な

っ
た
の
で
自
動
車
が

の
り
こ
ん
だ

り
し

て
い
る
が
、
以
前
は
物
を
リ
ヤ
カ
ー
な
ど
で
主
屋
な
ど

に
運
ぶ
と
き
も

、
前
庭

の
中
を
と
お
ら
ず
に
な

る

べ
く
端

の
方
を

と
お
り
運
び

い
れ

て
い
た
。

ま
た
、
普
段
か
ら
き
れ

い
に
し

て
お
く
も
の
と
意
識
さ
れ
、
常
に
で
こ
ぼ
こ
な
ど
な

い
よ
う
に
整
備
さ
れ

て

い
た
。
冬
に
は
前
庭

が
ぬ
か

る
む

の
で
稲
藁
や
落
ち
葉
を

↓
面
に
し

い
た
。

こ
れ
を
ほ
か

の
地
方
で
は

ニ
ワ
ブ

タ

(庭
蓋
)
と

い
う
。
矢
吹
町

で
は
特
に
こ
う

し
た
呼
び
名
は
な

い
が
、

ニ
ワ
ブ

タ
に
使

っ
た
稲
藁
や
落
ち
葉

譲

を

・ 二矯 驚 貫 鱈 ズ1響

【写真74】稲藁 ・落ち葉を敷いたニワブタのよう
す(提 供 高久満定)
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は

一
五
～
二
〇
日
ぐ
ら

い
で
し
き

か
え
ら
れ
、
堆
肥
場
に
積

ん
で
腐
ら
せ
、
堆
肥
に
使
用
し
た
。

「
カ
シ
の
木

下

の
水
は
う
ま

い
」
と

い
わ
れ
、
「
井
戸

の
周
り

に
お
茶

の
木
や
松
を
植

井
戸
と
生
活
用
水

え
る
」

「井

戸
の
周
り

に
カ
シ
を
植
え

る
」
な
ど
と

い
う
。

上
水
道
が
普
及
す
る
以
前

は
、
隈

戸
川
な
ど

の
流
れ
水
や
山
か
ら

の
引
き
水

、
涌
き
水
、
井

戸
水
な
ど
を
生

活
用
水
と
し
て
使

っ
て

い
た
。
井

戸
は
そ

の
中

で
も
重
要
な
生
活
用
水
で
あ

り
、
主

屋
裏

に
は
今

で
も
使
わ
れ

な
く
な

っ
た
井

戸
が
鍋
や
釜
と

一
緒

に
残
さ
れ

て
い
る
の
を

よ
く
見
か
け
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
、
洗

い
水
と
し

て
松
倉

・
神

田

・
提

・
三
城
目

・
中
野
目
で
は
川
の
水
を
利
用
し

て

い
た
が
、
飲
み
水

と
な
る
と
町
の
全
域
が
井
戸
水

で
あ

っ
た
と
答
え
て

い
る
。
ほ
と
ん
ど
の
家

に
竹
竿

に
桶
を

つ
け
、
手

で
汲
み
あ
げ

る

つ
る
瓶
井

戸
が
あ
り
、
ま
た
、

テ
コ
を
利
用
し
た
跳
ね

つ
る
瓶
も

み
ら
れ
た
。
手
桶

で
風
呂
や
台
所

の
水
瓶

に
運
ぶ
水
汲

み
は
、
主
婦

の
仕
事

で
あ

っ
た
。
重
労
働
で
あ

っ
た
の
で
、
隠
居

の
バ
ァ

か

ぺ
き

トト

サ

ン
が
強

い
か
閑
居

の
バ

ァ
サ
ン
が
強

い
か
で
、
井
戸
か
ら

の
建

つ
家

の
位
置
が
違

っ
て
く

る
と
も

い
わ

れ
て

い
る
。

井
戸
が
え

は
年

に

一
回

の
大
掃
除
で
、
中

に
落
ち
た
物
や
泥
な
ど

の
除
去
を
お
こ
な
う
。

盆

の
前
、
特

に
七
夕
の
日
や
新
年
を
迎
え

る
歳

の
暮
れ

に
お

こ
な
う
所
が
多
く
、
こ
う
し
た
時
期

に
お

こ
な

う

こ
と
は
井
戸
が
他
界
と

の
出
入
口
と
す

る
時
代

が
あ

っ
た

こ
と
を
伝
え
る
も

の
と
す
る
考
え
方

が
あ

る
。
西

郷
村

で
は
、

戦
前
は
本
家

筋

に
し

か
井
戸
が

な
く
、

四
月
上
旬

に
本

分
家
総

出
で
井

戸
さ
ら

い
を

し
た
が
、

「
四
月
八
日
に
地
獄

の
ふ
た
が
開
く
」

「井

戸
の
底

か
ら
地
獄

の
亡
者

の
う
め
き
声

が
聞
こ
え

る
」

な
ど
と

い
わ

れ

て
い
る
。

昭
和
初
期
ご

ろ
か
ら
手

押
し
ポ

ン
プ
に
か
わ
り

、
次
第

に
動
力
ポ

ン
プ
が
普
及
し
た
。
し
か
し
、
川
の
水
も

【写真75】 主屋前 、井戸付近(関 根光夫家)【写真76】 主 屋裏 、井戸付近(円 谷良行 家)
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サ

き

り

井
戸
水
も
浅
水
層

で
あ

っ
た
た
め
か
良
水

に
恵
ま
れ
ず
、
第

二
次
世
界
大
戦
後

に
赤
痢

や
腸
チ

フ
ス
が
発
生
し
て
い
る
。

こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
矢
吹
町
で
も

上
水
道

の
設
置
が
急
が
れ
、
よ
う

や
く

昭
和
三
十
九
年
ご
ろ
か
ら
は
西
原
地
区

に

地
下

一
二
〇
メ
ー
ト

ル
の
深
水
層

の
井

戸
が
三
基
設
置
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な

っ
た
。
同
四
十
七
年

に
三
城
目

・
神

田
地

区
、
同
五
十

五
年

に
柿

ノ
内

・
田
内

・
井

戸
尻
地
区

で
順
次
簡

易
水
道

の
供
給
が
開
始
さ
れ
て
、
よ
う

や
く
矢
吹
町
全

域
で
、
主
婦
は
水
汲
み

の
重
労
働
か
ら
開
放
さ
れ
た
。

風
呂
は
主
屋
の
土
間

の
奥
右
側
に
、
シ
タ
イ
ド

コ
ロ
に
対
峙
す
る
よ
う
に
土
間
に
直

に
設
け
ら
れ

風
呂
と
外
便
所

る
こ
と
が
多

い
。
洗

い
場

や
排
水
溝
な
ど
も
な
く

、
た
だ
風
呂
桶
を
据
え

て
お
く
だ
け
な

の
で
据

え

風
呂
な
ど
と
も

い
う
。

し
か
し
、
湯
船

に
体
を
浸
か

っ
て
は

い
る

「浸
か
り
湯
」
は
近
代
以
降

の
風
習

で
あ
り
、
そ
れ
以
前
は

タ
ラ
イ
な
ど

に
湯
や
水

を
は

っ
て
身
体
を
洗
う

行
水

が
主
で
あ

っ
た
と

い
わ
れ
る
。
据
え
風
呂
さ
え
も
新
し

い
風
習

で
あ
る
か
ら
、

風
呂

が
主

屋
の
中
に
と
り
こ
ま

れ
て
い
る

の
は
江
戸
時
代

で
は
上
層
農
家
に
か
ぎ

ら
れ

て
い
た
よ
う

だ
。

嫁

が
入
浴
す
る

の
は
、
食
事

の
後
片
付
け
な
ど
が
す
ん
で
か
ら

の
家
族
全
員

が
は

い

っ
た
最
後
に
な
る
。

風
呂
場

に
は
、
境
や
仕
切
り
な
ど
周
り
か
ら

の
視
線
を
遮
る
も

の
が
な

い
。

シ
タ
イ
ド

コ
ロ
の
イ

ロ
リ
の
横
座
に
は

舅
親

が
に
ら
み
を
効
か
せ

て
い
る
。
脱
衣
所
も
な

い
。
夫

の
父
親
と

は
い
え
、
男
性

の
目
に
裸
体
を

さ
ら
す

こ
と

の
苦

痛
を
声

に
出
し

て
い
う
こ
と
な
ど
当
時

で
は
考
え
ら
れ
な

い
こ
と

で
、
嫁

い
で
き
た
嫁
に
と

っ
て
入
浴

の
と
き
が
非
常

に
辛

か

っ
た
と

い
う
。

風
呂
は
外
便
所
と
隣
あ
わ
せ
に
別
棟

に
つ
く
ら
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
農
家
に
と

っ
て
堆

肥
を
準
備
す
る

こ
と
は
大

事

な
仕
事

で
も
あ
り
、
便
所
と
隣
あ
わ
せ
に

つ
く
る
こ
と
は

こ
う
し
た
機
能
を
充
分

に
配
慮
し
た
形
で
も
あ
る
。

風
呂

の
燃
料
は
木

の
枝
や
杉

っ
葉
、
薪
を
使
う
。
主
屋
周
り

の
イ

グ
ネ
は
、
そ
う
し
た
燃
料

の
供
給
源
と
し
て
も
重

大畑 松倉 須乗 神田 堤 三城目 中野目 明新 本郷町 田内 備考

● ● ● ● ● ● ●

× X ● ● ● ●

シタイロリ シタイロリ シタイロリ ンタイドコロ シタイドコロ シタイロリ

● ● ● ● ● ● ● ●

川 拝戸 川・地 川 川 川
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要

で
あ

っ
た
。

便
所
は
今
で
こ
そ
主

屋
の
中

に
あ
る

の
が
あ
た
り
ま
え

の
よ
う
に
な

っ
て

い
る
が
、
か

つ
て
は
不
浄
な
も

の
を
主
屋

の
中

に
お
く
こ
と
は
タ
ブ
i
視
さ
れ
、
外
便
所
と
し
て
別
棟

に
建

て
る
こ
と
が
多

か

っ
た
。
茨
城
県
三
和
町
谷

貝
の
幕

末
と
思
わ
れ
る
町
並

み
絵

図
に
は
主
屋
内
に
便
所
を
持

つ
家
は
寺
を
除

い
て
は
村
役
人
宅
以
外

に
は
な
く
、
矢
吹

町
で

も
武
士

の
来
訪
を
受
け

る
村
役
人
宅
以
外
に
は
内
便
所
を
持

つ
こ
と
は
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ほ
と
ん
ど

の
農
家

は
主
屋

の
外
に
別
棟

(外
便
所
)
を
持

ち
、
今

で
も
使
用
さ
れ
て

い
る
。

小
便
所
は
主
屋
の
入
口
の
脇

や
ウ

マ
ヤ

の
側
、
妻

側
の
外
側

に
簡
易
に
設
け
て

い
る
こ
と
が
多

い
。
男
子
用
に
溜
め

壷
だ
け

の
も

の
も

み
ら
れ
る
が
、
地
面
に
穴
を
掘

っ
て
桶
を
埋
め
、
男
女
兼
用
、
大
便
用
と
小
便
用
を
か
ね
る
た
め
に

上

に
板
二
枚
を
わ
た
し

て
、
そ

の
上
に
の

っ
て
用
を
足
せ
る
も
の
も
あ

る
。

一
日
の
ほ
と
ん
ど
を
忙

し
く
外

で
働

い
て
お
り
、

い
ち

い
ち
部

屋
の
中

に

は

い
ら
ず

に
す
む

の
で
便
利
で
あ

る
。

ウ
ジ
殺
し
に
は
ジ
ゴ
ク
ソ
バ

(ド

ク
ダ

ミ
)
が
効
く
と

い
い
、
葉
を
切
り
と

っ
て
便
壷
に
投
げ

い
れ
て

い
た
。

ま
た
、
ジ
ゴ
ク

ソ
バ
に
は
蝿
が
寄
ら
な

い
の
で
、
生
え
て

い
る
ま
ま
机

の

上

に
飾

っ
て
お

い
た
。

別
棟

の
外
便

所
は
半
分
を

風
呂

や
物

置
と
し

て

い
る
も

の
も

み
ら

れ

る
。

「明
治
十
九
年
神
田
村
建
物
調
」

に
は

二
四
戸

の
う

ち

一
九

戸
、

「明

治
十
九
年
中
野
目
村
建
物

調
」

で
は

二

一
戸

の
う
ち

一
四
戸
が
外
便
所
を

持
ち
、
そ

の
規
模
は
大

凡

一
問
×

一
問

で
あ
る
。
現
在
使
わ
れ
て

い
る
外

便
所
も
大
凡
同
じ
規
模

で
あ
る
。

【写真77】 外便所と風呂(左 側 ・便所、右側 ・風呂)

(関根光夫家)

×印 無●印 有【表9】 いろ り ・地 炉 ・井 戸 ・水 利の存 在

項 目 矢吹 小松 大和久 堰上 本村 根宿 原宿 寺内 長峯 弥栄

①いろりの有無 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

②地炉の有無 X ● ● ● × × X ●

③食事の場所 シタイロリ シタノマ シタイロリ シタイロリ シタイロリ

④飲料井戸の有無 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

⑤洗い水の水利

⑥その他
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【表10】 明治19年 神田村建物調 カ;萱 葺

No 世帯主名 本 屋 隠 居 物 置 1則(外 便所) 上 蔵 馬 屋 棟数 地主名 備考

1 藤井 代助 カ9,1×4.2 カ5,3×3.8 カ3.3×2.2 カL2×1 4 藤井辰次郎

2 円谷 六右衛門 カ9,1×4.7 カ6,2×3.1 カ2×1 3 円谷福四郎

3 藤井 源助 カ8.8×3,7 カ5.3×3.7 カL8Xl カ3.6×2.4 カ2.7×6.8 5 一

4 鈴木 茂八 カ8.7×3.7 カ35×3.2 カLl×1 3 一

5 藤井 重助 カ9.4×3.7 カ4.7×3.6 カ1.5×1 カ3.6×2.4 4 一

6 藤井 重三郎 カ9.6×4.7 カ3.1×2.5 カ1.3×0.9 3 一

7 鈴木 幸太郎 カ95×42 カ6,4×3.9 カ2,4×1.7 カL2×0.9 カ3.6×2.3 6 一

小板葺
カ1×0,8

8 藤井 七郎右エ門 カ8.8×4,2 4.3×3.8 カ0.9×0.7 カ3.5×2.4 4 一

9 鈴木 金三郎 カ9×4.7 カ1.7Xl.1 カL3×1 カ3.2×2.1 4 一

小板葺
10 藤井 長十 カ9.5×4.7 3.7×3,2 カ1.2×0.9 4 一

カ1X〔 〕.6

11 藤井 長卜 カ2.5×1.8 1 } 10の 隠居

12 鈴木 平蔵 力且L4×4 カL2×0.9 2 一

13 薄 義永作 カ8,8×4 カ3.8×3 カL3×1 カ3.6×2.4 4 一

小板葺
14 藤井 直次 カ9.8×4,7 カ5.2×4.2 カ3.2×2.7 カL4×O.8 2.7×2.2 8 一

瓦L2×0,9 カ3.9×2,5

小板葺
3.9×2.4

15 小針 東五郎 カ8.5×4 カ3.8×2.5 2 一

16 鈴木 茂八 カ4.8×3.8 1 一 4の隠居

17 藤井 直次 カ9.5×4 カ4.5×35 カ2XL5 3 一

18 藤井 安蔵 カ5.4×3.8 1 藤井 亀蔵 19の 隠居

19 藤井 安蔵 カ9×4,3 カ1.2×1 2

20 鈴木 勘之丞 カLIXO.8 1 藤井 直次

21 薄葉 辰蔵 カ9.4×3,6 カ4.5×3.7 カ1.5×1 カ3×2 4

22 藤'1・ 源助 カ7×39 カ3×2,5 カ2×2.5 3 鈴木鶴松

23 鈴木 勇吉 カL1×0.9 1

24 鈴木 武平 カ2×0.9 1 小針東五郎

※屋根材は、ほとんどが萱、隠居に3棟、土蔵に2棟の小板葺、側に1棟の瓦葺がみ られる。
※主屋は8～9問 ×4間程度の家がほとんどで、鈴木平蔵家のみ11間 ×4間。鈴木平蔵家とは?
※建物としては、 「主屋」 「隠居」 「測」を基本とし、-1=蔵または物置を持つが、土蔵を持つ家8戸(1戸 で3棟 もつ家
1軒)、 物置 きを持つ家4戸、物置 と土蔵と両方持つ家は藤井直次家、鈴木幸太郎の2軒のみ。

※馬屋をもつ家4軒 、馬が生活の中に占める比重は薄かった?農 耕での馬の使用頻度は畑作が中心であったために低
かった?(神 田では)ま た馬の供用はあったのか?

※厨を2棟持つ家があるが(No.7鈴 木幸太郎、No.14藤井直次)、 なぜ?
※土蔵は3×2が ほとんど
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【表11】 明治19年 中野目村建物調

No 世帯主名 本 屋 隠 届 物 置
雪隠

厨(外 便所)
ヒ 蔵 馬 屋 棟数 地主名 備 考

1 円谷国蔵 カ10.8×3 1

2 円谷清i' カ9.9×3.9 カ1.3× 〔〕,7 カ3,2×2,5 3

3 円谷直次郎 カ102×3.8 カ3.9×3,3 カ2,2×1.7 カ1.4×0.3 3.8×2.4 6 円谷直右エ門

カ4.5×3,3 小板葺

4 r1坂 米蔵 カ8.1×4 カLl×0.9 2

5 自坂忠之丞 カ8.9×4.1 カ3.8×2.8 カ1.8×1 カ3,2×L3 4

6 大木友之助 カ12.3×3,9 カ5.3×2.6 カ2.1×L7 カ1.2×0.7 3.3×2、8 6

小板葺

L8Xl.5

7 自坂直三郎 カ5.9×3.8 カ4,9×2.9 カ1.3×1.1 カ3.3×2.2 4

8 大木倉吉 カIL3×4 6,2×4.5 カ4.3×2.7 瓦1.1×0.7 カ3,3×2,8 10 他 に 「釜屋」瓦2.7×2.2

小板葺

6,2×1,8 3.8×22 3.7×2.4

小板葺 ノ賊 葺1階 建 小板葺

瓦4.5×3.4

9 大木守之助 カ10.3×3.9 1カ4
.2×2,2) カ1.8×LI 〔カ35×2 .6} 3 大木周三郎 隠居と土蔵は同棟に並存

10 大木雄.こ郎 カ8.1×4 カ7.9×i.7 カ3.2×1.2 瓦1.8×1 カ6.4×4.8 カ3.6×2.2 N 大木周蔵 他 に 「釜屋」小板葺4,2×4.1

小板葺 カ3.5×1.4 カ4.8×3 「室屋」カ3.1×2,7

カ6×3.5 土 蔵の1つ には6,4×L6の 軒

がつく

ll 佐藤庄助 カ8.9×3.8 カ2,3×1.3 カ3.7×2,6 3

12 佐藤'1浩 カ8.3×3.8 カ5.8×3 カ3.7×2.6 3

13 佐藤平古 カ4.5×3.3 監 佐藤庄助 NOI2の 隠居

14 藤井直次 カ6.5×3.8 1

15 1り谷豊之助 カ5.8×3,8 大木周三郎

t6 i1浴善右エ門 カILIX6.8 カ4.4×3.1 カ5.3×3,7 カ1.7×1.1 カ8.6×4.7 カ2,7×L8 10 他 に 「釜屋」 カ4.3×3,5

カ4.4×2.5 「室屋」小板葺2,2×1.7

3.8×2.4

小板葺

17 P」谷岩蔵 カ7.5×4.1 カ1.2×1 2

18 関根仙右エ門 カ9,8×4,3 カL9×0,9 カ3.8×2.5 3

19 円谷平次 カ6×3,8 カ4.4×2.6 カL1×0,9 カ3.8×2,2 4

20 円谷雄之助 カ9,3×4,4 1

21 大木惣吉 カ8×3.8 カ0.8×0.8 2

※中野 日で は、 「本屋」 「隠居」 「雪隠」 「土蔵 」が基本 的な屋 敷景観

※中野 目では、 多棟数の家 がみ られる。6棟 のNo.6大 木 友之助 家、N・.3円 谷直次郎 家、10棟 のNo.8大 木倉 吉家 、N・.16円

谷善右 エ門家 、ll棟 のNo.10大 木雄 三郎家が ある。

※No.3円 谷 直次郎 家、No.8大 木倉古家 は2棟 の 隠居 を持 つが、 閉隠で あるか?

※No.8大 木 倉吉 家、No.10大 木雄二 郎家 、No.16円 谷 善右エ 門家に は 「釜屋」が あるが 、そ の 目的(使 途)は?

※No.8大 木 倉吉 家の物置の1棟 は 「二階 建」

※内厩 とは別 に外 厩 を別棟 で持つ 家があ る。
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風
呂

の
残
り
湯
も
便
所

の
肥
え
も
、
イ
グ
ネ

や
山
か
ら

の
落
ち
葉
や
枯

れ
草
と
同
様
に
農
家
に
と

っ
て
は
貴
重
な
肥
料

で
あ

っ
た

の
で
、
便
所
の
脇

に
溜
め
を
掘
り
、
そ
こ
に
便
所
か
ら
汲
み
出
し
た
糞
尿
を

い
れ
て
発
酵
さ
せ
、
水

で
薄
め
て
か
ら
畑

に
蒔

い
た
。
屋
敷

の
裏

や
脇

の

一
角
に
集
め
た
落

ち
葉

や
枯
れ
草
を
貯

め
て
堆
肥
場
を

つ
く
る
が
、
そ

こ
に
も
糞
尿
を

か
け
て
発
酵
を
促
す
こ
と
も
あ

っ
た
。

堆
肥
が
足
り
な

い
場
合
は
化
学
肥
料
を

買
う

こ
と
も
あ

っ
た
が
、
以
前
は
ほ
か

の
家

の
人
糞
を
物

々
交
換

で
得
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
第
二
次
世
界
大

戦
直
後
ま
で
、
松
倉

の
農
家

で
は
大
量
に
得
る
こ
と
が

で
き
る
学
校

へ
、
小
松

で
も
牛
車
な
ど
に
野
菜
を

の
せ
て
矢
吹

の
商
家

に
い

っ
た
。
三
城
目
で

は
須
賀
川
に
、
明
新

で
は
石
川
に
、
鏡
石
の
農
家

で
も
矢
吹

の
商
家

に

い
っ
て
人
糞
と
交
換

し
て
い
た
。

運
ん
だ
人
糞

(ナ

マ
ゴ

エ
と
か
シ
モ
ゴ

エ
と

い

っ
た
)
は
畑
な
ど

に
掘

っ
て
お

い
た
肥
え

溜
め
に
い
れ

⊃

番
溜
め

・
ナ

マ
ゴ

エ
ダ
メ
と

い
っ
た
)
、

何
か
月
間
か
お

い
て
隣

の
溜
め

(二
番
溜

め
)

に
移
し

て
水
で
薄
め
て
か
ら
畑

に
蒔

い
た
。
農
家

の
規
模
な
ど
に
よ

っ
て
違
う
が
、
溜
め
が
二
個

の
場

合
は
最
初

の
ナ

マ
ゴ

エ
ダ

メ
が

↓
番
溜
め
で
、
移

し
か
え
る
溜
め
が
二
番
溜
め

(完
熟
溜
め
兼
用

)
と
な
る
。
溜
め
が
三
個

の
場
合
は
最
初
の
ナ

マ
ゴ

エ
ダ

メ
が

一
番

溜
め
で
、
移
し
か
え
る
溜

め
が
二
番
溜
め
、
二
番
溜
め
か
ら
再
度
移
し
最
終

的
に
堆
肥
と
し

て
使
う
た
め
の
溜
め
が
完
熟
溜
め
と
な

る
。

隠
居
と
は
、
家
長
が
権

限
や
義
務
、
関
与
な
ど
を
後
継
者

に
移
譲
し
て
地
域
社
会

の
第

一
線
か
ら
引
退
す

る
こ
と
を

い
う

。
隠
居
す

別

棟

隠

居

る
年
齢
は
大
凡
六
〇
歳
と

い

っ
た
り
、
年
金
を
受
給

し
て
か
ら
と
か
、
子
ど
も
が
結
婚
し
て
孫
が
で
き

て
か
ら
と
ま
ち
ま
ち

で
あ
る

が
、
隠
居
す
る
と
、
隠
居
し
た
も

の
の
生
活
は
後
継
者
を
中
心
と
す

る
家
族
と
は
あ
る
程
度
独
立
し
、

一
家
族

の
中

に
複
数

の
生
活
単
位

が
で
き
る
。

こ
う
し
た
場
合

に
同
棟

に
入
口
を

わ
け

て
隠
居
部
屋
を
持

っ
た
り
、
別
棟

に
隠
居
し
て
生
活

の
場
を
設
け
る
こ
と

が
あ
る
。
福
島
県
は
別
棟
隠
居

の

北
限
と

い
わ
れ
て
い
る
が
、
矢
吹
町
で
も
別
棟
隠
居
を
設
け
る
家
は
多
く
、
こ

の
建
物
を
当
地
方

で
は
イ
ン
キ

ョ
と
か
イ

ン
キ

ョ
ヤ
と

よ
ぶ
。

主
屋

の
家
族
と
は
基
本
的
に
は
別
生
活

に
な
り
、
同
棟
に
隠
居
部
屋
を

つ
く
り
こ
む
場
合
も
別
棟
に
隠
居
屋
を
建

て
る
場
合
に
も
神
棚

や
仏
壇
は
主

屋
に
お
く
場
合

が
多

い
が
広
さ
は
小

さ
く
な
る
。
そ

の
ほ
か
炊
事
場
、
居
間
、
寝
室
、
と
き

に
よ

っ
て
は
便
所
も
主
屋
と
隠
居
屋
と
別
に
設
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
「隠
居
は
主
屋

の
東
に
は

つ
く

る
な
」
「
つ

っ
か
け
隠
居
は

で
し

ゃ
ば
る
」
な
ど
と

い
い
、
太
陽

の
日
が
先

に
さ
す
方
角
に
建

て
る
こ
と
を
禁
じ

る
諺
が
残

っ
て
い
る
。
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土
蔵
は
衣
類
な
ど
の
調
度
を

い
れ
た
り
、
味
噌
樽
を
お

土

蔵

い
た
り
す

る
の
に
実
用
的

で
あ

る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、

土
蔵
と

い
う
建
物
自
体

が
家
格

や
資
産
を
誇

示
す

る
意
味

あ

い
も
あ

っ

し

ノ
く

い

た
。
粗
壁
の
土
蔵
も
多

い
が
、
特
に
漆

喰
壁

に
し
た
り
、
家
財
と
味
噌
と

は
別
蔵

に
し
て

い
る
家
は
そ
れ
だ
け

の
資
産
を
持

っ
て
い
る
と

い
う
こ
と

に
な
る
。

一
般
的

に
農
家

の
蔵

は
土
蔵
と

板
倉

に
大
き
く

二
つ
に
わ
け

ら
れ
る
。

板
倉
は
主

に
籾

の
貯
蔵
に
使
わ
れ
、
土
蔵
は
中
に
保
管
す

る
も

の
に
よ
り
、

穀
蔵
、
調
度
蔵
、
味
噌
蔵
な
ど
と

よ
び
わ
け
る
。

調
度

は
味
噌
樽
な
ど
と
同
棟

に
す
る
と
湿

る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
別
蔵
に

建

て
る
家
も
あ

る
力

農
家

で

は

一
階
部
分
を

土
間

に
し

て
味

噌

樽
を

お

き

、

二
階
部
分

に
調

度
を
お
く
と

い

う
家
が
多

い
。

【写真78】 土蔵(藤 井義進家)

＼

＼

籍一
【写真80】 土蔵(酒 井幸孝家)

騨

【写真79】 土蔵(小 磯忠三家)

麟灘

【写真81】 板倉(伊 藤博 虹【写真82】 板倉(矢 吹佐忠家)
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ア

マ
ヤ

(
納

屋
)

農
具
な
ど
を
収
納

し
、
脱
穀
や
選
別
な
ど

の
作
業
を
お
こ
な
う
建
物
を

ア
マ
ヤ
と

い
い
、
別
棟

に
持

つ
農
家
も

あ
る
。

ア
マ
ヤ

.

作

業

小

屋

と
木
小
屋
と

い
っ
し
ょ
の
も

の
も

あ
る
。

ま
た
、
現
在

で
は
さ
ま
ざ
ま
な
農
作
業

や
農
機
具

の
収
納
の
た
め

に
別
棟

に
作
業

小
屋
を
持

つ
農
家
が
多

い
。
か

つ
て
は
主
屋

の
土
間
で
お
こ
な

っ

て
い
た
作
業

が
、
生
産
と
生
活
が
切
り
離

さ
れ

て
主
屋
は
生
活

の
場
と
し

て
の
機
能

に
か
ぎ

ら
れ
た

の
で
、
必
然
的

に
生
産

の
場
が
外
に

つ
く
ら
れ
る

よ
う
に
な

っ
た
。

燃
料
と
し

て
の
薪

や
木

の
枝
、
木

の
葉
な
ど
を
し
ま

っ
て
お
く
建

物
で
あ

る
木
小
屋
は
土
床

で
、
薪

や
木

の
葉
は
直
接
地
面

の
上

に

木

小

屋

積
ま
れ
た
。
土
台

の
な

い
堀

っ
立
柱

の
建
物

が
多
く
、
概
し
て
大
規
模
農
家

に
み
ら
れ
る
。

一
般

の
農
家

で
は
主
屋
や
ア

マ
ヤ

の
軒

下
に
積
ん
で
お

い
た
り
、
ま
た
、
外
便
所

の

一
角
を
灰
や
木
の
葉
お
き
場
と
し
て

い
た
。

つ
ま

や

畑

の
肥
や
し
に
は

ニ
ワ
ブ
タ

に
使

っ
た
稲
藁

や
落
ち
葉
、
厩

の
し
き
藁

や
堆
肥
が
使
わ
れ
た
が
、
ほ
と
ん
ど

の
農
家

で
は
屋
敷

の
裏

堆

肥

場

や
脇

の

一
角
に
集

め
た
落
ち
葉
や
枯
れ
草
を
貯
め

て
堆
肥
場
を

つ
く

っ
た
。

地
表
面
を

か
た
く
た
た

い
た
り
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
し
た
も

の
は

タ
イ

ヒ
バ

ン

(堆

肥
般
皿)
と
も

い
う

。
タ
イ
ヒ
バ
ン
は
細
く
傾
斜
を
か
け
た
溝
を

切
り
、
溝

の
終
末

に
溜
め
を

つ
く

っ
て
水
が
集
ま
る
よ
う

に
す

る
。
溜
め
に
集
ま

っ
た
腐
り
水
を
再
び
堆

肥
に
か
け

て
腐
敗
を
早
め
た
。

ひ
む
ろ

火

室

コ
ン
ニ
ャ
ク
を
乾
燥
さ
せ
る
た
め

の
火
室
を
建

て
た
家
も
あ

っ
た
。

矢
吹
町
で
は
農
家

の
主
屋
は
ホ

ン
ヤ
と

よ
ば
れ
、
そ
こ
に
く
ら
す
家
族

に
と

っ
て
寝
食
を

は
じ
め
日
常

の
生
活

の
中
心

の
建
物

主
屋

(
オ
モ
ヤ
)

で
あ
る
。

寄
棟

・
直
屋

の
長
方
形
が

ほ
と

ん
ど

で
、
南
向
き

に
構
え
、
屋
根

の
中
央
に
煙
出
し
を

つ
け

る
。
入

口

(
ト
ン
ボ
)
か
ら
主

屋
を
は

い
る
と
土
間

(
ニ
ワ
)
が
あ
り
、
そ

の
右
か
左
に
下
の
イ

ロ
リ
、
カ

ッ
テ
、
座
敷
、
奥
座
敷
と
続
き

、
上
床
部

の
反
対
側
に
厩
が
あ
る
。

主
屋

の
外
か
ら
入
口
内

に
は

い

っ
た
場
所

が
土
間

で
あ
り
、

ニ
ワ
と
も
よ
ん

で
い
た
。
土
間
奥
右
側
を

ソ
ウ
ヤ
と
も

い
い
、
左
側

土
間

(
ニ
ワ
)

奥
は
壁
に
接

し
て
ナ
ガ

シ
が
あ
り
、
近
く

の
土
間
部
に
は
竃

が
設
置
さ
れ

て
い
て
ナ
ガ
シ
を
含
め
た
こ

の
部
分
を

ダ
イ
ド

コ
ロ
と
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よ
ん
で

い
た
。
ダ
イ
ド

コ
ロ
に
接

し
て
板

の
間

の
シ
タ
イ
ド

コ
ロ
の
部
屋
が
あ

り
、
毎

日
の
食
事
は
こ
の
空
間

で
ま
か
な
わ
れ
た
。

ニ
ワ
と

よ
ば
れ
る
土
間

の
部
分
は
広
く
、
家
に
よ

っ
て
は
主
屋

の
面
積

の
半

分
近
く
を
し
め
る

こ
と
も
あ

る
。
農
家

に
と

っ
て
は
生
産
と
生
活

の
両

方

の
機
能
を
持

つ
の
が
家
で
あ
り
、
±
足

の
間
ま
で
過
ご
す

こ
と
が

で
き
る

ニ
ワ
は
生
産
機
能
と
し
て
の
代
表
的
な
空
間
で
あ

っ
た
。
雨
天
時

に
は
籾

摺
り
や
粉

ひ
き
、
稲
扱
き
、
ム
ギ
扱
き
を
し
、
冬

の
農
閑
期

に
は
縄
な

い
や
俵
編

み
、
莚
織
り
な
ど
の
藁
仕
事
を
お

こ
な

っ
た
。

ニ
ワ
に
は
竃

の
ほ
か
に
、
汁

な
ど
煮
炊
き
を
す
る
施
設
で
あ
る
と
と
も
に
暖
房

の
役
割
も
あ
わ
せ
持

つ
シ
タ
イ

ロ
リ
と
よ
ば
れ
る
火
所
を

シ
タ
イ
ド

コ
ロ
に
接

し
持

つ
。
日
常
の
生
活
と
冠
婚
葬
祭
時
以
外
の
来
客

の
対
応
は
こ
こ
で
お

こ
な
わ
れ
た
。
家
族

が
揃
う
水
入
ら
ず

の
場
で
あ

っ
た
。
シ
タ
イ

ロ
リ
は
±
間
部
か
ら
木
を
く
べ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う

に
開

口
し

て
あ
る
。

土
間
の
奥

に
イ

ロ
リ
を
切

っ
た
板

の
間
が
あ
り
、
シ
タ
イ

ド

コ
ロ
と

い
う
。
ウ
ワ
イ
ド

コ
ロ
は
正
月
や
冠
婚
葬
祭
な
ど

の
中
心
的

シ
タ
イ
ド

コ
ロ

な
場
と
な
る
が
、

シ
タ
イ
ド

コ
ロ
は

日
常
生
活

の
中
心
の
場

で
あ
り
、
食
事
を

し
た
り

一
家
団
樂

の
場
と

し
て
使
わ
れ
た
。
通
常

の
気
兼
ね

の
い
ら
な

い
接
客

の
場

で
も
あ

っ
た
。
ま

た
、

シ
タ
イ
ド

コ
ロ
の
奥

、
壁
側

に
土
間
に
接

し
て
ナ
ガ

シ
を
し

つ
ら
え

、
昔
は
座
り
ナ
ガ
シ
に

し
て

い
た
が
、
第

二
次
世
界
大
戦
後
は
改
善
が
進
み
、
下
屋
側

に
つ
き
出
し
た
り
L
間
側
を
改
築
し
て
立
ち

ナ
ガ

シ
の
台
所
と

し
て

い
る

こ
と
が
多

い
。

矢
吹
町

で
は
ウ

ワ
イ
ド

コ
ロ
の
奥
前
面
が

一
つ
の
部
屋

に
仕
切
ら
れ
、
ナ
ン
ド
と
か

デ
ナ

ン
ド
と

よ
ば

れ
た
部
屋
に
な

っ
て

ナ
ン
ド

・
デ
ナ
ン
ド

い
る
。

大
信
村

や
岩
瀬
村
で
は
、
ウ
ワ
イ
ド

コ
ロ
の
奥

、
ナ
ン
ド
と
土
間
側
の
シ
タ
イ
ド

コ
ロ
の
問
に
板

の
間

の
部
屋
が
あ
り

、
こ
の
部
分
を
リ

ョ
ウ
リ
ノ

マ

・
ヒ
ラ
キ
な
ど
と
よ
び

、
冠
婚
葬
祭
時

の
料

理
の
準
備
を
こ
こ
で
お
こ
な

っ
た
と

い
う
。
シ
タ
イ

ド

コ
ロ
と
建
具
で
仕

切
ら
れ

て

一
段
高
く
し

つ
ら

え

ら
れ
て
い
た
り
、
仕
切
り
が
な
く
シ
タ
イ
ド

コ
ロ
と
は
同

↓
面

に
同
じ
部
屋
と
し

て
続

い
て
い
る

こ
と
も
あ

っ
た
が
、
矢

吹
町
で
は
み
ら
れ
な

い
。

し
か
し
、
小
林
光
夫
家
で
は
ふ
る
ま

い
料
理

の
準
備
な
ど
は
こ

の
ナ
ン
ド

・
デ
ナ
ン
ド

で
お
こ
な

っ
た
と

い
う
か
ら
、
使
用
目
的
は
大
信
村
や
岩
瀬
村

の
リ
ョ
ウ
リ
ノ

マ

・
ヒ
ラ
キ
と
同
じ
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ナ
ン
ド
は
ウ

ワ
イ
ド

コ
ロ
の
仏
壇

の
裏
に
あ
り
、
家
長
夫
婦

の
寝
室
と

し
て
い
る
家
が
多

い
。
家
長
夫
婦
が
隠
居
す
る
と
、
若
夫
婦

の
子
づ
く
り

の
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部
屋

に
な
る
。

大
信
村
や
岩
瀬
村

で
は
、

ウ
ワ
イ
ド

コ
ロ
と
ナ
ン
ド

・
デ
ナ

ン
ド
の
境
出
入

口
部
に
割
と
多
く
納
戸
構
え
が
み
ら
れ
た
が
、
矢
吹
町
で
は
見
受
け
ら

れ
な
か

っ
た
。

土
間
に
接
す
る
上
手
の
広

い
板
敷
き

の
部
屋
を
ウ
ワ
イ
ド

コ
ロ
と

い
う

。
日
常
生
活

に
は
使
用
せ
ず
、
ム
ラ
の
寄
り
合

い
や
正
月
、

ウ
ワ
イ
ド

コ
ロ

冠
婚
葬
祭
な
ど
非
日
常

の
と
き

に
使
わ
れ
た
。
ウ
ワ
イ
ド

コ
ロ
も
イ

ロ
リ
が
切

っ
て
あ
る
が
、
そ
の
使
用
も
同
様

で
あ
り
、
日
常

の
煮
炊
き
な
ど
に
は
使
用
し
な
か

っ
た
。

昭
和

三
十
年
代
以
前
は
ほ
と

ん
ど

の
農
家
で
養

蚕
が
盛

ん
に
お
こ
な
わ
れ
て

い
た

の
で
、
ウ

ワ
イ
ド

コ
ロ
も
板

の
間

の
ま
ま

で
使
用
さ
れ
、
年
末
に

新
年
を
迎
え

る
た
め
に
煤
掃
き
な
ど
を
し
た
後
に
、
次

の
年

の
四
月
に
再
び
養
蚕
が
は
じ
ま
る
ま

で
は
畳
が
し
か
れ

て
い
た
。

ま
た
、
ウ
ワ
イ
ド

コ
ロ
の

エ
ン
メ
イ
側
を

ハ
ン
ド

メ
エ
と
よ
び
、
子
ど
も

の
こ
ろ
、
葬
式

で
僧
侶
が
き
た
と
き
に

「
ハ
ン
ド

メ
エ
に
ゴ
ザ
を
敷

け
」

な
ど
と
親
か
ら

い
い
つ
け
ら
れ
た
記
憶
を
持

つ
人
も
多

い
。
普
段
は
出
入
り
せ
ず
、
僧
侶
や
花
嫁

の
出
入
り
す
る
場
所
で
あ

っ
た
。

オ
ク
ザ

シ
キ
と

の
境
部
分
に
仏
壇
を
し

つ
ら
え

、
上
部
天
井
境

に
神
棚
を
構
え

る
。
神
棚
に
は
天
照
皇
大
神
宮
を
は
じ
め
と
し
て
恵
比
須

・
大
黒

・

産
土
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
神

々
を
祀
り
、
各
種
神
札
な
ど
も

こ
こ
に
収
め
る
。

養
蚕

の
盛

ん
な
時
代
に
は
諸
作
業
が

こ
こ
で
お
こ
な
わ
れ
た

こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
家
庭

の
中
で
の
神
域
と
し

て
の
性
格
を
持
ち
、

こ
う
し
た
こ

と
か
ら
も
非

日
常
的
な
空
間
と
し
て
の
意
味
合

い
が
大
き

い
部
屋

で
あ
る
。

上
手

の
表
、

ニ
ワ
側

の
部
屋
を

マ
エ
ノ
ザ

シ
キ
、
ザ
シ
キ
と

よ
ぶ
。

マ
エ
ノ
ザ

シ
キ

ほ
と
ん
ど
が
家
族

の
寝
室
と
し
て
使

っ
て
い
る
が
、
冠
婚
葬
祭

の
際

に
は
オ
ク
ノ
ザ
シ
キ
と

一
体
的
に
儀
式

の
中
心
と
し

て
使
わ

れ
る
部
屋
で
あ

る
。

エ
ン

・
エ
ン
カ
が

ニ
ワ
側
に

つ
く

こ
と
が

一
般
的
で
あ

る
。
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一
番
上
手

の
裏
側
の
部
屋
を
オ
ク
ノ
ザ
シ
キ
、
オ

ク
ザ
シ
キ
と

よ
ぶ
。

オ
ク

ノ
ザ
シ
キ

多
く

の
場
合
、
こ
の
部
屋

に
床

の
間
や
違

い
棚
が

つ
き
、
江
戸
時
代
後
期
ご
ろ
か
ら
の
特
色
か
中
層
以
上
の
農
家

に
は
書
院
を
持

つ
家
も
多

く
み
ら
れ

る
。
主
屋
の
中
で
は
最
も
格
式
が
高
く
、
葬
式
や
結
婚
式

な
ど
冠
婚
葬
祭

の
儀
式

の
中
心
と
な
る
部
屋
で
あ

る
。
唯

一
畳
敷
き

の

部
屋
で
あ
る
が
、
普
段
は
畳
を
積
み
重
ね

て
お

い
て
正
月
や
儀
式

の
と
き

な
ど

に
だ
け
し
く
家
も
あ

っ
た
。

え
ん

主
屋

の
表

側
の
縁
側
を

エ
ン

.
エ
ン
カ
と
よ
ぶ
。
奥

の
部

屋
に
い
く
た
め
の
廊

下
と
し

て
は
勿
論
、
物
干

し
の
場
、
親
し

い
隣
人

工
ン

・
エ
ン
カ

と
談
笑
し
た
り

エ
ン
メ
エ
で
の
作
業

の
合
間
に
腰
を
降

ろ
し

て
休
息
す
る
場
と

し
て
使
わ
れ
た
。

ま

た
、
農
産
物
を
と
り
こ
ん
で

一
時

の
保
管

場
所
と
し

て
、
農
産
物
の
干
し
場
と
し
て
も
重

要
な
場
所

で
あ
る
。

神
は
、
そ
の
神

の
性
格
に
よ

っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
祀
ら
れ

て
い
る
が
、
も

っ
と
も
中
心
と
な
る
神
棚
は

ウ
ワ
ノ
イ
ド

コ
ロ
に
祀

神
棚
と
仏
壇

ら
れ
て

い
る
。
大
神
宮
様
と

よ
ば
れ
、
皇
大
神

宮

(
天
照
皇
大
神
宮
)
を
中
心

に
恵
比
須

・
大
黒

・
歳
神

・
産
土
神

(村
神
社
)
な

ど

が
祀
ら
れ

て
い
る
。

オ
ク
ザ

シ
キ
と
の
境
部
分

に
仏
壇
を
し

つ
ら
え
、
上
部
天
井
境

に
神
棚
を
持

つ
こ
と

が

一
般
的

で
あ
る
。
神
棚
は
庭
正
面
を
向

く
場
合
と
土
間
を
向

く
場
合
と
が
あ
る
が
、
後
者

の
土
間
を
向
く
神
棚

の
方
が
、
建
築
年
代
は
比
較
的
古

い
形
式
と
考
え
ら
れ
る
。

そ

の
ほ
か
、
農
家

の
場
合
、
主
屋
内

に
は

カ
マ
ド
や
台
所
に
火

の
神

・
荒
神

・
オ
カ

マ
サ

マ
、
イ

ロ
リ
に
イ
ロ
リ
の
神
、
厩
に
ソ
ウ
ゼ

ン
、
主
屋

の

外
、
屋
敷
内
に
は
井
戸

に
水
神
、
便
所

に
便
所
神
、
主
屋
の
北旦
月
な
ど

に
氏
神

(稲
荷

の
場
合
も
あ
る
)
が
祀
ら
れ

て
い
る
。
商
家

や
そ

の
ほ
か
職
人

の
家

で
は
、
こ
れ
ら

の
神
様

の
ほ
か
に
そ

の
職
業

の
神

が
祀
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
多

い
。

第三節 住
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三

建
築
儀
礼
と
大
工
の
系
譜

た
て
ぬ
し

「
親
が
木
を
植
え
、
子
供
が
育

て
、
孫
が
切

っ
て
家
を
建

て
る
」
と

い
う
諺

が
あ

る
。
家
を
建
て
る
と

い
う

こ
と
は
、
建
主

に
と

っ

建

築

工

程

て
は

一
生
に

一
度
あ
る
か
な

い
か
の
大
き
な
事
業
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
を
換
算
し

て
家
を
建
て
る
と
決
め
れ
ば
、
ま
ず

最
初

に

大
工
を
決

め
、
大
工
と

の
建
築
内
容

の
打
合
せ
に
と
り
か
か
る
。

今
は
全
て
分
業
化
さ
れ
、
設
計
事
務
所

や
大
工
が

い
た
り
す

る
が
、
昔
は
大

工
が
家
づ
く
り

の
全
て
に
わ
た
り
仕
切

っ
て

い
た
の
で
、
大
工
と
の
打

合
せ

で
全
て
が
動
く
仕
組
み
と
な

っ
て

い
た
。
建
主

の
意
向

が
わ
か
る
と
手
板

(今

の
設
計
図
)
に
間
取
り
と
柱

の
位
置
な
ど
を
書
き

こ
み
、
子
細
は

大
工

の
技
量
に
ま
か
さ
れ
る
。

家
を
建

て
る
と

い
う
大
事
業

で
は
、
そ

の
安
全

の
た
め

に
建
築

の
節

目
節
目

に
は
祭
事

が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
祭
事
を
建
築
儀
礼

建

築

儀

礼

と

い
う
。

礼

に
は

「木
出
し
」
「
地
鎮
祭
」
「手
斧

立
て
」

「
下
小

屋
作
り
」

「大
工
振
舞

い
」
「
地
掲
き

(土
掲
き

)」

「建

て
初

め

(柱
立

て
)
」
「
建
前

」

「
ド
ン
タ
ク
」

「棟
梁
送
り
」
「
屋
移
り
祝

い
」
と

い
っ
た
も

の
が
お

こ
な
わ
れ
る
が
、
矢
吹
町
で
は
そ
の
幾

つ
か
は
既

に
お

こ
な
わ
れ

て

ま
た
、
聞
く
こ
と
も

で
き
な
く
な

っ
て

い
る
。

手
板
が
で
き
あ
が
る
と
、
建
主

は
、
材
料
は
自
家

の
山

で
調
達
す
る
か
別

に
購
入
す
る
か
、
大
工
と

の
打
合

せ
に
よ
り
決
定
す

る
。

し

昔
は
大
概
新
築
を
考
え
は
じ
め
る
と
同
時

に
、
家
材

の
準
備

の
こ
と
は
建
主

の
頭

に
は

い

っ
て

い
る
。
「
祖
父
が
木
を
植
え
、
子
ど

、
孫
が
建

て
る
」
所
以

で
あ

る
。

を

頼
ん
で
山

で
の
木
取
り
作
業

の
計
画
が
決
ま
る
と
、
建
主
は
木
出
し
人
夫
を
頼
む
か
親
戚

や
隣
近
所

の
手
伝

い

(
ユ
イ
)
を
頼
む
か
し
て

。
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山

の
木

の
見
立
て
は
大
工
が
木
挽
き

と

い
っ
し

ょ
に
お

こ
な
う

が
、
切
り
出
し

に
は
大

工
が
尺
杖

(
一
三

尺

目
二
間
も

の
)
を
持

っ
て
い

っ
て
測
る
。
物
差

し
を

一
本
に
す
る
こ
と
で
寸
法
を
統

一
す
る

の
で
あ

る
。
昔

は
山

の
中
で
表

皮
を
剥

い
で
家
材

の
状
態
ま
で
仕

上
げ
た
。
そ

の
後
、
移
動
製
板

に
な

っ
て
木
出
し
現
場
で
ひ

か

れ
た
が
、
現
在
は
製
材
店

が
製
材
し
、
そ
れ
を
大

工
が
買

っ
て
自
分

の
家
の
作
業
場

で
最
終
仕
上
げ
を
し
て

い
る
。
ま
た
、
最
近
は
、
設
計
図
が

で
き
る
と
組
み
立
て
る
だ
け

の
状
態
に
材
料
を
仕
上
げ

て
現
地
ま
で
運
ぶ

と

い
う
、
大
手
建
材
メ
ー
カ
ー
の
シ
ス
テ
ム
が
矢
吹

町
で
も
と
り

い
れ
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
て
き

て

い
る
。

地
鎮
祭
は

「地
祭
り
」
と
も

い
い
、
建
物
を
建

て
よ
う
と
す
る
場
所
の
安
寧

の
た
め

に
地

の

地

鎮

祭

神
を
鎮
め
、
建
築

に
際
し

て

一
番

は
じ
め
に
お

こ
な
う
大
切
な
儀
礼

で
あ
る
。

大
安

の
日
を
選
び
、
建
主

・
神
主

・
大

工
の
棟
梁

・
建
主
の
親
戚

な
ど
関
係
す
る
主
だ

っ
た
者

の
参
加

に
よ

っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
。
予
定
し
た
敷
地
の
中
央

に
葉

の
つ
い
た
篠
竹

四
本
を

一
～
二
間
四
方
に
立
て
て
注
連
縄

で
囲

み
、
注
連
縄

に
幣
束
を
垂

ら
す
。

囲
み

の
中
央
に
±
盛
り
を
し
、
外
側

に
台
を
設
け

て
祭
壇
を

つ
く

る
。

お

み

き

輪一 へ腕

【写真831地 鎮祭(提 供 星信之助)

祭
壇

に
は
、
建
主
が
用
意
し
た
米

・

塩

・
御
神
酒

・
尾
頭

つ
き

の
魚
や
野
菜

な
ど
山
海

の
産
物
を
供
物
と

し
て
供
え
、
神
主

の
祝
詞

に
よ

っ
て
こ
れ
か
ら

の
安
全
を
祈
願
す

る
。

し
た
こ

や

 山
か
ら

の
切
り
出
し
が
進
む
と
、

こ
れ
ら
の
家
作
材
料
を
運
び

こ
み
、
刻

み
作
業
を
お

こ
な
う
た
め
の
場
所

「
下
小
屋
」
を
普
請
予

下
小
屋
作
り

定
地
内

に

つ
く
る
。
こ
れ
を

「
下
小
屋
作
り
」
と

い
う
。

下
小
屋
作
り
で
は
、
こ
れ
か
ら

の
作
業

の
全
て
の
目
安
と
な
る

「
尺
杖
」
と

「曲
尺
」
を

つ
く
り

、
安
全
祈
願
と
建
築
作
業
を
は
じ
め
る
意

味
で
の

「手
斧
立

て
」

の
儀
式
が
あ

る
の
だ
が
、
矢
吹
町
で
は
、
こ
の

「
尺
杖
」
と

「曲
尺
」
も
大

工
の
棟
梁
が
自
分

の
家

の
作
業
場
で

い
つ
と
は
な
し
に

つ

く

っ
た
と

い
わ
れ
、
儀
礼
的
な

こ
と
は
し
な
か

っ
た
と

い
う
。

し
か
し
、
白

木
に
。鋤
な
掛
け
を
し
、

四
面

に
目
盛
り
や
数
字
な
ど
が
墨
で
施

さ
れ
た
、
そ
の
家
を

つ
く
る
た
め
だ
け

に
使
わ
れ
る

「
尺
杖
」

と

「
曲

尺
」
が

一
本
だ
け

つ
く
ら
れ
、
重
要
な
も

の
で
あ

っ
た

こ
と
は
語
り
継
が
れ
て

い
る
。
「
尺
杖
」
と

「曲
尺
」

は
、
家
が

で
き
あ
が
る
と
そ

の
家
に
残
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し
た
り
廃
棄
す
る
。
ま
た
、
「
尺
杖
は
二
本

つ
く

る
な
」
と

い
わ
れ
、
複
数
本

つ
く
る
と
そ
の
家
は
ま
と
ま
ら
な

い
と
も

い
わ
れ
る
。

大
工

の
棟
梁

が
建
物
を
建

て
る
場
所
、
位
置
を
決
め
る
こ
と
を

「地
割
り
」
と

い
い
、
こ
れ
に
よ
り
柱

の
建

て
る
場
所
が
決

地

つ
き
と
地

つ
き
唄

ま
り
、

つ
き

固
め

の
土
掲
き

(ド

ツ
キ

・
ド

ウ
ツ
キ
)
を
お
こ
な
う
。
現
在
は
全

て
が
機
械
化
さ
れ
た
が
、
人
力

に
よ
る
土

掲
き
は
昭
和

四
十
年
代
ご
ろ
ま
で
お
こ
な
わ
れ

て
い
た
。

土
掲
き

は
建
物

の
規
模
に
よ
り
使
う
道
具

に
違

い
が
あ
る
。

↓
番
簡
単
で
か

つ

一
般
的
な
土
掲
き
は

「
タ

コ
ド

ウ
ツ
キ
」
で
、
太

さ

↓
尺
、
長
さ
二

く

ダ
ロ　

尺
ほ
ど

の
丸

太
に
四
本

の
木

(棒
)
を
釘
な
ど

で
打
ち

つ
け
、
二
～
四
人
ぐ
ら

い
で
持

ち
あ
げ

て
は

つ
き
お

ろ
し

て
土
を

つ
き
固
め
る
方
法
で
あ
る
・

次

に
丸

い
臼
型

の
石
を
番
線

や
太

い
縄

(
ロ
ー
プ
)
な
ど

で
結
び
、

一
〇
人
く
ら

い
で
四
方
か
ら
ひ

い
て
持
ち
あ
げ
、
た
た
き
落

し
て
土
を

つ
き
固
め

や
ぐ
ら

る
方
法

が

「
カ
メ
ド
ウ

ツ
キ
」
、
さ
ら

に
大
が
か
り
な
方
法

に
、

櫓

を
組
ん
で
そ

の
中
央
に
太

い
付
き
棒

(柱
)
を
立
て
、
棒

に
結
ん
だ
縄
を
大
勢
で

ひ

い
て
持
ち
あ
げ
、
た
た
き
落
し

て
土
を

つ
き

固
め
る
方
法
を

「
ヤ
グ
ラ
ド
ウ
ツ
キ
」
と

い
う
。

土
揚
き
は
墨
付
け
作
業
が
は
じ
ま

っ
て
か
ら
で
も
遅
く
は
な

い
。
刻

み
作
業
と
並
行
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
。

矢
吹
町
で
は
、
住
家

の
ほ
と
ん
ど
は

「
ヤ
グ
ラ
ド

ウ
ツ
キ
」

で
お
こ
な

っ
た
と

い
う
。
柱

の
立

つ
場
所
を
割
り
グ
リ
を

い
れ

て
つ
き
固
め
、
土
地

の

悪

い
所
は
目

つ
ぶ
し

の
土
と
石
を

い
れ
て
固
め
る
。
普
通

一
尺
幅

に
、
特

に
重
要
な
タ
チ
キ
リ
柱

・
大
黒
柱

の
立

つ
場
所

は
二
尺
幅

に

つ
き
固
め
た
。

戌
亥

の
隅
柱

(角
柱
)
か
ら

つ
き
は
じ
め
、
ザ

シ
キ
に
向

か

っ
て
右
回
り

に
進
み
、
最
後

に
大
黒
柱
で

つ
き
終

る
。

ド
ウ

ツ
キ
は
単
純
だ
が
力
が
求
め
ら
れ
、
か

つ
タ
イ
ミ
ン
グ
あ
わ
せ
が
大
事

な
協

調
性
を
必
要
と
す
る
仕
事

で
あ

る
。
調
子
を
あ
わ
せ

る
た
め

に
土

掲
き
歌
が
歌
わ

れ
た
。

①

ハ
ァ
ー

ハ
ー

ヨ
ウ
ー
イ
サ

ヨ
イ
ヤ
ラ
サ
ー
ノ

ヨ
ー
イ
ト
ヤ
レ

コ
ノ
セ
ー

サ

ノ
ヨ
ー
ヤ
レ

コ
ノ

セ
ー
ヤ

ハ
レ
ー

ハ
ァ
ー

ハ

へ

頼
み
ま
す

る
ぞ

皆
様
方
に

こ
こ
は
大
事
な
角
柱

よ

ヤ

ァ
レ
ー
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⑤ ④ ③ ②

へ

頼

み

ま

す

る

ぞ

皆

様

方

に

こ

こ
は

大

事

な

大

黒
柱

へ

さ

あ
さ

皆

様

お
頼

み
申

す

こ

こ

は
大

事

な

床

柱

へ

上

げ

ろ
持

ち

上

げ

ろ

天

竺

ま

で
も

上

げ

て
降

ろ

せ
ば

地

が

し

ま

る

へ

め

で
た

め

で

た

の

こ

の
ド

ウ

ヅ

キ

は

四

つ

の
隅

か

ら

つ
き

は
じ

め

サ

ノ

ヨ
イ

ヤ

ヨ
イ

ヤ

ラ

サ

ノ

エ

ン
ヤ

レ

コ
ノ

セ

サ

ノ

セ

ノ

エ
ー

ヨ

コ
レ

ワ
イ

サ

エ
ー

エ

エ
ン

ヤ

ー

レ

へ

め

で
た

め

で
た

の
重

な

る
年

は

天

の
岩

戸
も

押

し
開

く

と

エ

エ
ン

ヤ

ー

レ

ド

ッ

コ
イ

ド

ッ
コ
イ

サ

ノ

ヨ
イ

ヤ
ネ

ー

サ

ノ

ヨ
イ

ヤ

ヨ
イ

ヤ

ラ

サ

ノ

エ
ン
ヤ

レ

コ

ノ
セ

サ

ノ

セ

ノ

エ
ー

ヨ

コ
レ

ワ
イ

サ

エ
ー

エ

エ

ン
ヤ

ー

レ

へ

上

げ

ろ
持

ち

上

げ

ろ

天

竺
ま

で
も

ヒ

げ

て
落

せ
ば

地

が
し

ま

る

と

エ

エ
ン

ヤ

ー

レ

ド

ッ
コ
イ

ド

ッ

コ
イ

サ

ノ

ヨ
イ

ヤ

ネ

ー

サ

ノ

ヨ
イ

ヤ

ヨ

イ

ヤ

ラ
サ

ノ

エ

ン
ヤ

レ

コ
ノ
セ

サ

ノ

セ
ノ

エ
ー

ヨ

コ
レ

ワ
イ

サ

エ
ー

エ

エ
ン
ヤ

ー

レ

へ

こ

こ
は

大
事

な
大

黒

柱

心

そ

ろ

え

て

頼

み
ま

す

と

エ

エ
ン

ヤ

ー

レ

ド

ッ

コ
イ

ド

ッ

コ
イ

サ

ノ

ヨ
イ

ヤ

ネ

ー

サ

ノ

ヨ
イ

ヤ

ヨ
イ

ヤ

ラ

サ

ノ

エ

ン
ヤ

レ

コ
ノ

セ

サ

ノ

セ

ノ

エ
ー

ヨ

コ
レ

ワ
イ

サ

エ
ー

エ

エ
ン

ヤ
ー

レ

へ

ぐ

る
り

回

し

て
乾

の
柱

誠

に
め

で
た

く

納

め
ま

す

と

エ

エ

ン
ヤ

ー

レ
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ド

ッ
コ
イ
ド

ッ
コ
イ

サ
ノ
ヨ
イ
ヤ
ネ
ー

②

か
ら
⑤

の
土
掲
き
歌
に
は
、
「慶
応

の
頃

に
、
関
東
か
ら
木
遣
り

の
兄
弟
が
白

河
に
来
た
。
兄
は
奥

州
七
之
助
と

い
い
、
弟
は
七
兵
衛
と

い

っ
た
。

兄
は
社
川
か
ら
い
わ
き
方
面
に
、
弟
は
福
島

に
下

っ
た
。
こ
の
木
遣
り
兄
弟
が
歌

っ
た
作
業
歌
が
土
掲
き
歌
と
な

っ
て
伝
播
し
た
。
兄
七
之
助
は
主
に

農
村

部
を

回
り
、
弟
七
兵
衛
は
主

に
街
場
を
回

っ
た
が
、
街
場
を
回

っ
た
七
兵
衛

の
歌

の
方
が

テ
ン
ポ
が
早

い
と

い
わ
れ
る
。
中
畑

に
伝
わ
る
±
掲
き

歌
は
兄
七
之
助
が
伝
え
た
方
で
、
悠
長
な
節
ま
わ
し
で
歌
わ
れ
る
」
と

い
う
話

が
伝
わ

っ
て
い
る
。

建
主

の
親
戚
が
、
「
ド
小
屋
立
て
」

か
ら

「建
前
」
ま

で
の
問

に
大

工
の
慰
労
を
か
ね

て
馳
走
す
る
と

い
う
所
が
あ
る
が
、
矢

吹
町

大

工
振
舞

い

で
は
確

認
で
き
な
か

っ
た
。
こ
う

し
た
慰
労
は
、
大
工
た
ち
が
自
分
た
ち
で

「
中
帳
場
」
と
し

て
お
こ
な

っ
た
り
す
る

こ
と
は
あ

っ

た
。
ま
た
、
建
主
が
お
こ
な

っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
と

い
う
。

予
定

し
て
い
た
建
前
ま
で
に
材
料
が
揃
わ
ず
、
ひ
き
延
ば
す

こ
と
は
縁
起
で
も

な

い
の
で
止
む
を
得
ず
柱

の

一
本
だ
け
を
建
て
る
こ

柱

立

て

と

が
あ

る
。

こ
れ
を

「
仮
柱

(柱
立

て
)
」
と

い
う
。

建
主
と
相
談
し
て
よ

い
日
を
選
び
、
戌
亥

の
角
柱

の

一
本
を
立
て
る
。
た
だ
し
、
儀
礼
的

な
こ
と
は
せ
ず
、
親
類
な
ど
を
よ
ん

で
の
祝

い
事
な
ど
は

し
な
か

っ
た
。

柱
が
立
ち
梁
が
組

み
あ
げ
ら
れ

て
家

の
骨
組

み
が
仕
上
が
る
こ
と
を

「建
前
」
と
か

「
棟
上
げ
」
、
「上
棟
式
」
と

い
う
。
棟
木
を
あ

建

前

げ

る
こ
と

で
終
了
と
な

る
が
、

こ
の
後
に
棟
木
が
あ
が

っ
た
こ
と
を
祝
う
上
棟
式

(建
前

)
の
祭
事
を
お

こ
な
う

。
建
築

の
過
程

で

最
大

の
儀
礼
で
あ
る
。

建
前
に
は
、
手
伝

い
と

し
て
親
戚

や
隣
近
所
、
さ
ら

に
左
官
や
畳
職
人
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
仕
事

に
関
係
す

る
人
た
ち
が
大
勢
集
ま
る
。
以
前
は
、

木
挽
き
も

よ
ば
れ

て
い
た
。
知

ら
せ
を
受
け
た
隣
近
所
や
親
類

の
人
た
ち
は
、
建
前

の
材
料
を
持
ち
あ
げ

る
な
ど

の
手
伝

い
を
し
た

が
、
現
在
は
大
工

ら
が
重
機
を
使

っ
て
大
概

の
仕
事
を

し
て
し
ま
う

の
で
、
表
立

っ
て
の
労
力
的

な
手
伝

い
を
す
る
こ
と
は
な
く
な

っ
た
。
今
は
お
祝

い

(お
金
)
を
持

っ
て
集
ま

る
だ
け
に
か
わ

っ
て
き

て
い
る
。
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祭
事
は

二
階

の
梁

の
上
に
板

で
式

台
を

つ
く
り
、
祭
壇
と
す
る
。
祭
壇

に
は
大
工
職
人
が
信
仰
す
る
職

人
の

神
と

し
て
聖
徳
太
子
と
日

の
神

・
月

の
神

・
星

の
神

の
三
段
に
切

っ
た
幣

束

三
本
を
中
心

に
、
洗
米

一
升

、
日

本

酒

一
升
、
水

(徳
利
に

い
れ
た
)
、

盃

、
塩
、
重
ね
餅
、
紅
白

の
餅
、
ま

き

餅
、
ま
き

銭
、
尾

頭

つ
き

の
魚

、

細

か
く
切

っ
た
ダ
イ

コ
ン
、
曲
尺

、

玄
能

な
ど
を
供
え
る
。
ま
た
、
家
の

四
角

に
は

一
〇
赴
惇
ル
ほ
ど
に
丸
め
た

ス

マ
餅

(
隅
餅
)
が

一
個
ず

つ
供
え

ら
れ
る
。

式
は
棟

梁
が
祝
詞
を

あ
げ
た
後

、

「
四
方
ジ

メ
」

が

お

こ
な
わ

れ
る

。

棟
梁
が
弟

子
と
数
人

で
屋
根

の
四
隅

を
順
に
玄
能

で
た
た
き
な
が
ら
オ
サ

ゴ
や
塩
、
酒
を
注

い
で
浄
め
、
建
前

し擁 こ＼ ン.
【写真84】建前時の幣束づくり 醍 供 星信之助)

、

幽

【写真85】 建前神 事風 景r提 供 星信之助)

真86】建前の五色旗(提 供 鈴木広)【写真87】 紅 白餅 つ くり(提 供 鈴木広)

【写真88】 建前の手伝い(提 供 星信之助)

ノモゆ レしぜ し　 ム

【写真89】建前神事後の祝宴(提 供 星信之助)
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に
集
ま

っ
た
人
が
下
に

い
る
の
で
餅
や
銭
を
ま

い
て

い
く
。
紅
白

の
餅
、
お
金
、
ダ
イ

コ
ン
と
紙
に
書
き
、
ま
き
銭
を
包
ん
で
ま
く
家
も
あ
る
。
拾

っ

た
人

が
後

で
書
か
れ
た
品
物
と
交
換
す
る
。
ダ
イ

コ
ン
は

「胸

(棟

)
焼
け

し
な

い
」

と

い
う
縁
起
物
で
あ
る
。
「
ス
マ
餅
を
食

べ
る
と
安
産
す

る
」

と

い
い
、
集
ま

っ
た
人
が
サ

ッ
サ
と
お
ろ
し
と

っ
て
、

い

つ
の
間
に
か
な
く
な

っ
て
い
る
と

い
う
。

棟
木

や
そ

の
周
辺
に
は
建
前
と
し

て
の
飾
り
物

が

つ
け
ら
れ
る
。

一
つ
は
魔
除
け

の
た
め
に
鬼

門
に
向
か

っ
て
青
笹
竹
に
弓
矢
が
は
ら
れ
、
反
対
側

に
も
青
笹
竹
に
女

の
化
粧
道
具
を

い
れ
た
箱
と

五
色

の
旗
を
結
び

つ
け
て
立

て
ら
れ
る
。
笹

の
葉

が

つ
い
た
ま
ま

の
青
竹
を
立

て
る
の
は
、
神
や
霊
を

迎
え

い
れ
る
た
め
の
依
り
代
と
し

て
の
意

味
が
あ

ろ
う
。

こ
う
し
た

一
切
の
式
が
終
了
す
る
と
、

一
階
の
土
間

の
部
分
に
板
を
並

べ
て
宴
会
場
を

つ
く
り

、
集
ま

っ
た
人
た
ち
全
員

で
酒
宴
と
な
る
。

矢
吹
町

で
は
、
建
前

に
女

の
化
粧
道
具
を

い
れ
た
箱
を
吊
す

理
由
を
、

「昔
、
大

工
の
棟
梁
が
御
殿
を

つ
く

っ
た
と
き
に
、
誤

っ
て
柱

の

一
本
を
短

く
切
り
過
ぎ

て
し
ま

っ
て
悩

ん
で
い
る
と
、
三
三
歳

に
な
る
棟
梁

の
妻

が
あ

っ
さ
り
と
そ
の
解
決
法
を
示
し

て
く
れ
、
無
事
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

た
。
名
棟
梁
と
の
呼
び
声
が
高

い
大
工
に
と

っ
て
、
素
人

の
妻
に
教
え

て
も
ら

っ
た
と
聞
こ
え

る
こ
と
は
甚
だ
メ

ン
ツ
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
り

、
大

工
は

口
封
じ
に
妻
を
殺
し

て
し
ま

っ
た
。
そ
の
霊

が
障
る

こ
と
が
な

い
よ
う

に
と
、
建
前
に
は
供
養

の
た
め
に
必
ず
あ
げ

る
よ
う

に
な

っ
た
」
と
伝
え

て
い
る
。
ま
た
、
ま
く
お
金
は
棟
梁

の
妻
の
歳

三
三
歳
と
か
女
の
厄
年

の
三
三
歳

に
ち
な
む
と

い
い
、
三
三

〇
〇
円
と

か
三
三
〇
円
と

い
う

数
字

に
す

る
。
妻

で
は
な
く
娘
と
も

い
い
、
矢
吹
町
で
は
妻
と
す
る
話
と
娘
と
す

る
話
と
が
混
在
す

る
。

ま
き
餅

の
数
も

八
八
個
と
決
ま

っ
て

い
る
。
土
蔵

の
新
築

の
と
き

は
主
屋

の
と
き
よ
り
多

く
、
か

つ

一
〇
〇
個
以
上
と

い
い
、

一
〇
三
個
が
ま
か
れ

る
。

一
〇
八
個
と

い
う
所
も
多

い
。

根
宿

に
は
、
地
区
の
古
老
が

「
昔
は
、
建
前

の
晩

に
は
イ

ロ
リ
が
切
ら
れ

る
部
分
で

一
晩

中
火
を
炊
き
続
け
た
」
と

の
話
が
残

火
の
使

い
は
じ
め

っ
て
い
る
。

建
前

の
儀
式
が
終

っ
て
宴

会
に
移
る
前

に
、

一
階

の
梁

の
下
で
少
し

の
鉋
屑

に
火
を

つ
け

て
そ

の
家
の
火
の
使

い
は
じ
め
と
す

る
地
域
は
多

い
が
、

根
宿
以
外
の
矢
吹
町

で
は

こ
う
し
た
儀
礼
を
聞
く

こ
と
は
な
か

っ
た
。
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建
前

の
日
の
酒
宴

の
最
後

に
大

工
の
棟
梁
を
送

っ
て

い
く

「棟
梁
送
り
」
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

棟

梁

送

り

建
前

の
日
の
酒
宴

で
は
、
ゴ
ザ

ッ
パ
タ
ケ

(ま
た
は
ゴ
ザ

ッ
パ
タ
)
ま
で
飲

ん
で

い
る
棟
梁
も

い
た
と

い
う
が
、
大
概
は
建
主

の
親

戚

が
帰
る
前
に

「
棟
梁
送
り
」
が
お

こ
な
わ
れ
る
。

こ
の
棟
梁
送
り
は
、
建
主

の
親
戚
が
送
る
地
域

が
多

い
が
、
矢
吹
町
で
は
主

に
弟
子
や
そ
の
ほ
か

の
職
人
た
ち
が
大
工
の
棟
梁
を
送
る
と

い
い
、
建
主

の
親
戚
は
、
た
ま
に
そ
れ

に
付
随
し
て

つ
い
て
い
く
と

い
っ
た
感
が
あ

る
。

餅
な
ど

の
建
前
の
儀
式

の
供
物
や
、
建
主
か
ら
の
祝
儀
、
雪
駄

の
贈
り
物
を
持
ち
、
儀
式
的
な
要
素
を
み
せ
な
が
ら
大
勢

で
帰
る

の
で
あ
る
が
、
新

か
つ

築

に
準
備
し
た
柱
の

一
本
を
担

い
で
持
ち
帰
る
棟
梁
も
あ

っ
た
と

い
う
。

建
前

の
次

の
日
は
大
工
仕
事

は
休

み
と
な
る
。
建
前
に
飾
ら
れ
た
弓
矢
と
五
色

の
旗
は
三
日
目
に
降
ろ
さ
れ
、
供
え
餅
と

一
緒
に
大

矢

降

ろ

し

工
の
棟
梁

に
贈
ら
れ
た
が
、
こ
れ
を
当
地
方
で
は

「矢
降

ろ
し
」
と

い
う
。
今

は
三
日
以
上
降
ろ
さ
ず

に

い
る
場
合
が
多

い
。

い
つ

降

ろ
す
か
は
不
定
期

で
あ

る
。

弓
矢
は
棟
木
に
結
び

つ
け
ら
れ
る
が
、
五
色

の
旗
は

「妊
婦

の
腹
に
帯
と
し

て
巻
く
と
安
産

に
な

る
」
と

い
わ
れ
、
近
所

の
人
が
棟
梁

の
所

へ
も
ら

い
に
く
る

こ
と
も

あ

っ
た
。
ま
た
、
棟
梁
が
弟
子
な
ど

に
持
ち
帰
る
よ
う
わ
け
与
え
る
と

い
う

こ
と
も
あ

っ
た
。

葺

き

篭

り

建
前
と
同
様

に
、
屋
根
を

葺
き
終

る
と
建
主
と
そ
の
家
族
、
屋
根
葺
き
職
人
で

「葺
き
篭
り
」
を
お
こ
な
う
。
矢
吹
町
で
は
葺
き
篭

(グ
シ
祭
り
)

り
と

い
い
、
グ
シ
祭
り
と

は

い
わ
な

い
よ
う
だ
。

屋
根
葺
き
職
人

の
棟
梁
が
屋
根

の
グ
シ
に
餅
を
供
え

、
家

の
繁
栄
を
祈
願
す

る
儀
式

で
あ
る
。
建
前

の
儀
式
は
今
で
も
盛
大
に
お
こ
な
わ

れ
る
が
、

グ
シ
祭
り
は
ほ
と
ん
ど

お
こ
な
わ
れ
な
く
な

っ
て

い
る
。

家

が
完
成
す
る
と
大
工
か
ら
建
主

に
報
告
さ
れ
、
日
を
選

ん
で
引

っ
越
し
が
お
こ
な
わ
れ
る
が
、
引

っ
越

し
の
片
付
け
が
あ
る
程
度

屋
移
り
祝

い

落
ち
着

い
て
か
ら
、
建
主

は
大

工

・
親
戚

・
隣
近
所
の
人
た
ち
を
招

い
て
盛
大

に
酒
宴
を
催
す
。
こ
れ
が
屋
移
り
祝

い
で
あ
り

「
ワ

ダ

マ
シ
」
と
も

い
う
。
当
地
方

で
は

「
ワ
ダ

マ
シ
」
と

い
う
が
、
渡

し
申
す
、
あ
る

い
は
渡
り
申
す

(引

っ
越
し
申
す
)

の
誰
り
と

い
わ
れ
る
。

新
し

い
家
に
は

い
る
と
き

に

「
泊
ま
り
初

め
」
と

い
う
儀
式
を
お
こ
な
う
地
域
も
あ
る
が
、
矢
吹
町

で
は
聞
く
こ
と
は
な
か

っ
た
。
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謎

、
ハ

ー

【写真90】太子講掛軸の箱
内側の墨書

嬉繍

【写真91】 入+講 掛卑田の相

内側の墨書

 

嬢遭
、

恥

・

'駕

㍉

醸

、

ー

欝

らぽ
へ

顕

轟

鍬

議
難

薮

藏
纏
灘
襟

議

華

無
.

【与具92】 太子講掛 軸

(提 供 矢吹職工組合)

昔
は
、
職
人
に
な
ろ
う
と
す

る
人
は
、
大
概
尋
常
高
等
小

徒
弟
制
度
と
自
立

学
校
を
卒
業
し
て
弟

子
入
り
し
た
。
大
工
も
同
様
で
、
弟

子
入
り
期
間
は
五
年
程
度
と

い
わ
れ
て

い
た
。

弟
子
入
り
に
は

一
年
分

の
米
を
持
参
し
、
住
み
こ
み
で
修
業
す
る

の
が
通
例
で

あ

っ
た
が
、
第

二
次

世
界
大
戦
後
は
次
第
に
自
宅
か
ら
通
う
人
も
多
く
な

っ
た
。

弟
子
入
り
中
は
食

い
扶
持
と

し
て
親
方
か
ら
月
五
〇
〇
円
程
度

の
小
遣

い
を
も

ら

う
だ
け

で
、
通
常
は
親

の
支
援
を
受
け
て

い
た
。

弟
子
入
り
し
て
か
ら
徴
兵
検
査
ま
で

の
四
、
五
年
の
修
業

の
年
期
が
明
け
る
と
、

一
年
間
く
ら

い
を
親
方

に
対
す

る
お
礼
奉
公
を
お
こ
な

い
、
そ

の
後
、
親
方
か
ら

大

工
道
具

一
式
と
背
広

な
ど
を
も
ら

い

一
職
人
と

し
て
独
立
し
た
。

独
立
後
も
親
方
と

一
緒

に
仕
事
を
す
る
こ
と
も

あ
る
。
親
方
と
は
親
と
子
の

つ

な

が
り

で
あ
り
、
冠
婚

葬
祭
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
場

で

一
生
そ

の
つ
き

あ

い

は
続

い
た
。

現
在

、
矢
吹
町

に
は
町
内

の
建

設
業
を
営
む
人
た
ち
八
人
に
よ

太

子

講

り
、
「
矢
吹
町
建
設
業
組
合
」

が

つ
く
ら
れ

て
い
る
。
そ

の
ほ

か
に
も
左
官
、
屋
根
屋
、
建

具
屋
、
畳
屋
な
ど

の
組
合
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
組
合

員

の
親
睦
を
目
的
と
し
た
団
体

で
あ
る
が
、
以
前
は

「矢
吹

職
工
組
合
」
と
称
し
、

大

工
を
中
心

に
前

述

の
建
設

に
関
係
す
る
職

人
全

体

で
構
成

し
た
団
体

で
あ

っ

た
。
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現
在
、

「矢
吹

職
工
組
合
」

の
集
ま
り

(太

子
講
)
で
拝
ん

で

い
た
と

い
う
聖
徳
太
子

の
掛
軸

を

い
れ
た
木
箱
が
残

っ
て

い
る
。
箱

の
底

に
墨

で

「
大
正
九
年

旧
正
月
武
拾
壱

日

世
話
人
塩

田
平
助

畑
野
要
吉

渡
邊
徳
太
郎

高
村
亀
次
郎

小
林
寅
治
」
と
、
蓋

の
内
側

に
も
墨
で
組
合
員
名

が
書
か
れ
て
お
り
、
大
正
九
年
に
総
勢
三
三
人
で
構
成

し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

矢
吹
職
工
組
合
で
は
年

に

一
回
総
会
を
開
く
が
、

こ
の
と
き
が
太
子
講

で
も
あ

っ
た
。
総
会

に
先
立
ち
、
聖
徳
太
子

の
掛
軸
を
か
け
、
礼
拝

の
後
、

職
人

の
賃
金

や
行
事
な
ど
が
話
し
あ
わ

れ
て
い
た
。

矢
吹
町

で
は
周
辺
の
地
域
と
同
様

に
越
後
大

工
を
棟
梁

に
持

つ
、
ま

た
、
そ
れ
か
ら

の
系

譜
と
す

る
大
工
が
多

い
。
越
後
大

工
も
明

大

工
の
系
譜

治
期

に
は
町
内
に
移
り
住
む
よ
う

に
な

っ
た
り

こ
な
く
な

っ
た
り
し
た
よ
う

で
・
現
在

の
大
工
と

の
結
び

つ
き
は
稀
薄
で
は
あ

る
が
、

越
後
大
工

の
技
術
的
優
秀
性
は
現
在
で
も
語
り
継
が
れ

て
い
る
。

神

田
西

の
藤
井
隆
繁
家

・
薄
葉
弥
七
家
な
ど
は

「越
後
大
工
が
建

て
た
」
と
言

い
伝
え
る
家

で
あ

る
。

し
か
し
、
越
後
大

工
の
去
来
、
移
住
も
既
に
三
代
前
、

四
代
前
の
話
で
、
時
代
と
し
て
も
明
治
時
代
中
ご
ろ
以
前
の
今

か
ら

一
〇
〇
年
以
上
前
と
な

っ
て
、
系
譜
と
し
て
は
語
り
継
が
れ
る
も

の
の
、
建
築
技
術
や
組
織
の
近
代
化
と
と
も
に
稀
薄
な
も

の
と
な

っ
て
い
る
こ
と
は
仕
方
が
な

い
。

神
社

や
寺

・
堂
な
ど
に
は
、
建

て
た
年
代

・
大
工
名

な
ど
を
棟
札

に
記
録
し
て
残
す
場
合
が
多

い
が
、
普

通
の
民
家

で
も
大
工
は

棟
札
と
墨
書
き

自

分
が
建

て
た
建
物
に
棟
札
や
墨
書
き

で
そ

の
と
き

の
記
録
を
書
き
残
す
こ
と

が
あ

る
。

神
社
や
寺

・
堂

で
は
日
吉
神
社

(大
和
内
)
、
三
宝
寺

(大
和
内
)
、
竹
駒
稲
荷
神

社

(五
区
)
、
澄
江
寺

(
三
城
目
)
、
御
霊
神
社

(三
城
目
)
、
薬

師
堂

(三
城

目
)
、
白
髭
神
社

(神

田
)
が
あ
り
、
民
家

で
は
円

谷
哲

夫
家

(明
新

)
の
土
蔵
、
堀
井
成
人
家

(
三
城
目
)

の
土
蔵
、
鈴
木

清
春
家

(神
田
)
、
藤
井
義
進
家

(神
田
)、
薄
葉
勝
利
家

(神
田
)
の
土
蔵

に
残

っ
て

い
る
と

い
う
。

例
①

鈴

木
清
春
家

(神
田
)
の
土
蔵

の
内
板
壁

に
は
、
二
か
所

に
次

の
よ
う
な
墨
書
き

が
残

っ
て
い
る
。
完
全
な
も

の
で
は
な

い
が
、
お
お
よ
そ

の

材
料
と
建
築
年
次
が
判
明
す

る
。

元
治
元
年

四
間
桁
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梁

六
本

二
間

二
尺

下
や
桁

四
寸
六
分
角

四
間
二
尺

大
桁

長
サ

四
間

二
尺

五
寸
角

い
つ
ち

長
サ
四
間
二
尺
五
寸

二
本

(他

の
場
所

に
)

上
上
や
柱

拾
四
本

口下
や
柱

拾
本

本

は
り

長
サ
ニ
問
壱

尺

五
本

口
口

長
サ
ニ
間

口
口
は
り

二
本

い
つ
ち

長
サ
四
間

壱
本

中
引

長
サ
四
間

五
本

さ
す

長
サ
壱
尺
口
寸

八
本

石
川
口

例
②

円
谷
哲
夫
家

(明
新
)
の
土
蔵

墨
書

例
③

藤
井
義
進
家

(神
田
)
の
土
蔵

墨
書

例
④

小
林
光
男
家

(中
畑
)
の
土
蔵

墨
書

・
矢
羽

例
⑤

白
髭
神
社

(神
田
)

の
棟
札

例
⑥

景
政
寺

(三
城
目
)
の
棟
札

瞥
.

簿

.
φ

,

講

講

梅

脊

為ぜ

【写真93】 土蔵 内部墨書1 (鈴木清春家)

毒『 蔓 ・珊 懲

【写真94】土蔵内部墨書2(鈴 木清春家)

2



第三節 住

【写 真96】 土蔵(藤 井義 進家)

【写真95】土蔵内部墨書(円 谷哲夫家)

臨
概ゴ伊蝿醐

【写真99】土蔵建前矢羽
(藤井義進家)

【写真98】土蔵内部墨書
(藤井義進家)

買矯

彗㍉F

鐸

【写真101】 土蔵建前矢 羽(小 林光男 家)

一

.猷

渉/

【写真97】土蔵内部墨書 越後
大工(間 瀬大工)田

中為六の名がみ える

(藤 井義進家)

凶!舎
、/

【写真100】 土蔵 内部墨書(小 林光男家)
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闘 、、澱 桝 『1
黙 翠

メ,糟

欝

談
・淑

騰
露
曝

一

随蟻

購

巌
蕎遭 曳

寂鵬ゑ彗
幾白可

1響
鱒 ・

驚 坤御

耀 ・
.纂

拶 卸
・鰹 鐸 一

薦 、

1態

…

・チ ㍑

灘1蒔 睾

, `琶 茅

ρ昭

,認 灘 蕪購 懸
【写真102】 白髭神社 の棟札

義

臓
麟

野

騨

聖
棄
天
中
義

喫
磯
韓
蒸

哀
敵
弾裳
生
讐

劉
婆
灘
醸

・冒羅
噌二
脚麟

【写真103】 景政寺 棟札 ・表

(提 供 景政 斜

攣
窪
㌦
茎

毛
親

雫

ゑ
　
げ
き

ン

　
み
　
き

護

訟

写 真104】 景政寺棟 札 ・裏

(提 供 景 政寺)
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普
請
帳
は
、
民
家
建
築

に
際

し
て
の
職
人
の
出
面
や
手
間
、

ユ
イ
、
祝
儀
、
材
料
、
儀
礼
な
ど

の
記
録

で
あ
り
、

一
八
世
紀

か
ら

一

普

請

帳

九
世
紀
ご

ろ
に
か
け
て
広
く

一
般
庶
民

の
間
で
も

つ
く

ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ

の
地
域

の
、
当
時

の
民
家

の
生
産
技
術
や
慣
行

を
知
る
た
め
に
も
重
要
な
資
料

で
あ
る
。

矢
吹
町

に
は
家

つ
く
り
を
記
録
し
た
並
呈
胴
帳
を
残
す

こ
と

が
な
か

っ
た

の
か
、
今
回

の
調
査

で
普
請
帳
を
見
出
す

こ
と
は
少
な

か

っ
た
が
、
唯

一
、

前
回

の
町
史
編
纂
事
業

の
と
き
に
収
集

し
た
資
料
と
し

て
熊
田
俊

一
家

(矢
吹
)
に
は
明
治
十

三
年

一
月

の
木
挽
人
足
記
と
同
年
三
月

の
大
工
控
帳
が

残

っ
て
い
た
。

記
録
に
は
大
工
が
栄
助

で
あ
り
、
土
台

に
栗
材
を
使

っ
た
こ
と

、
ク
ド

つ
く
り
に
渡
邊
徳
之
助
、
イ

ロ
リ
づ
く
り
に
大

工
藤
吉
が
携
わ

っ
た
こ
と
が

書
か
れ
、
大
工
控
帳

に
は
大
工
棟
梁
が
栄
助

、
脇
棟
梁
留
吉
で
、
ほ
か
に
大
工
藤
吉
、
左
官
渡
邊
徳
之
助
が
携
わ

っ
た
こ
と
、
明
治
十
三
年

旧
三
月

五

日
に
普
請
が
開
始

さ
れ
、
旧
四
月
九
日
に
建
前
が
お

こ
な
わ
れ
て
約

二
〇
〇
人
が
集
ま
り
、
米

二
石
が
使
わ
れ
た
こ
と
、
建
前
ま
で

の
大

工
の
出
役
は

合
計

一
五
三
人
半
と
あ
り
、
材
料

の
刻

み
に
従
事
し

て
い
た
こ
と

が
記
さ
れ

て
い
る
。
明
治
十

四
年
正
月
七
日
に
屋
移
り
が
な
さ
れ
た
よ
う

で

一
年
が

か
り

の
大
工
事

で
あ

っ
た
。

現
在
建

て
直
し
て
新
し

い
社
殿
に
な

っ
て
い
る
が
、
建

て
直
す
前

の
五
区

の
稲
荷
神
社

は
昭
和
八
年
に
長
尾
祐
永

が
建

て
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
祐
永
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の
祖
父
祐
吉
は
越
後
か
ら
き
た
大
工

で
白
河
に
住

し
、
そ

の
子
留
吉
は
中
畑
新

田
村

に
住
ん
で

い
た
。
孫

の
信
永

・
祐
永

・
勝
永
も
そ

の
系
譜
を
継
ぐ

大

工
だ

っ
た
が
、
こ
の
長

尾

一
族

に
は
大
工
職
が
多

い
。

明
治
十
三
年

の
大
工
控
帳

に
あ
る
脇
棟
梁
留
吉

は
長
尾
留
吉
で
、
棟
梁
栄
助
も
越
後

の
系
統
を

ひ
く
と
考
え
ら
れ
る
。

屋
敷
地
を
選

ぶ
と
き
に
最
も
嫌
わ

れ
る
の
は
、
屋
敷
の
周
囲
を
道
路
が
囲
み
三
角
形

の
地
形
に
な
る
サ
ン
カ
ク
ヤ

シ
キ
や
南
側
が
高

家

相

図

く
日
あ

た
り
が
悪
く
な
る
地
形

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
間
取
り

や
方
角
を
嫌
う
家
相
を
考
慮
す
る
こ
と
な
ど
縁
起
を
か

つ
ぐ
こ
と
も
多

い
。家

相
も

、
基

本
的

に
は
太
陽

の
光

の
さ
す
方
向

で
最
も
少
な

い
北
東
隅

(丑
寅

)
を

「鬼

門
」
、
そ
の
反
対
側

の
西
南
隅

(未
申
)
を

コ
畏
鬼
門
」

と

い
い
、

こ
の
方
位
を

邪
鬼

が
往
来
す
る

の
で
よ
く
な

い
と
さ
れ

て
な

に
を
建

て
る
に
も

避

け
る
べ
き
方
角
と
考
え

ら
れ
て

い
る
。
反
対
に
、
南
東

(辰
巳
)
を

「福
徳
門
」
、
北

西

(戌
亥
)
を

「
延
命

門
」
と
よ
ん

で
吉
相

の
方
角

と
し
、
土
蔵
な
ど

の
建
物
を
配
置
す

る
。家

相
を
判
断
し
図
に
示
し
た
も

の
を

「
家
相
図
」
と

い
う
。
江
戸
時
代
の
後
期

ご
ろ
か

現
在

で
も
好
ん
で
凶
と

い
わ
れ
る
鬼
門
に
建
物
を
建

て
る
こ
と
は
さ
れ
ず
、
家
相
を
考

藻

慮
し

て
家
を
建
て
る
こ
と
が
人

々
の
根
底

に
は
今

で
も
生
き

て

い
る
と
考
え

る
。

個障
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四

民
家

の
つ
く
り
と
成
り
立

ち

伝

統

的

な

一
般
農
家

の
建
坪
は
数
坪
か
ら
十
数
坪
と

い
う

の
が
普
通

で
あ

っ
た
が
、
江
戸
時
代

の
は
じ
め

の
十
七
世
紀
初
期
に
な
る
と
、
建
築

民
家

の
成
立

技

術
の
向
上

や
建
築
道
具
の
発
達
も
あ

っ
て
家

の
規
模
も
大
き
く
な
り
、
各
地

で
そ

の
土
地

の
自
然

風
土

に
あ

っ
た
特
色

あ
る
建
物

ほ
っ
た
て
ぱ
し
ら

が
立

て
ら
れ

る
よ
う

に
な

っ
た
と

い
わ
れ
る
。
そ
れ
ま
で
掘
立

柱

で
あ

っ
た
建
物
も
礎
石
を
し

つ
ら
え
た
石
場
建
て
と
な
り
、
さ
ら
に
土
台
を

回
す

建
物

へ
と
変
化
し
、
主
屋
は
徐

々
に
大
き
く
な

っ
て

い
っ
た
。

関
東
地
方

に
は

一
問
取
り

、
二
間
取
り
形
式

の
民
家
も
数
多
く
存

在
し
て
い
た
が
、
矢
吹
町
で
は
こ
う
し
た
小
規
模
な
民
家

の
例
を
聞
く
こ
と
は
で

き
ず
、
基
本
的

に
は
名
主

・
庄
屋
と

い

っ
た
村
役

人
層

や
地
主
な
ど
の
大
農
家
を
除
く
と
、
ヒ

ロ
マ

(イ
ド

コ
ロ
)
に
ザ
シ
キ
ニ
室
を
持

2

二
間
取
り

が

一
般
的
な
農
家

の
間
取
り
形
式

で
あ
り
、
梁
問
よ
り
も
桁
行
が
長

い
長
方
形

の
直
屋
を
特
徴
と

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
と
り
あ
げ
た
矢
吹
町
の
民
家
も
、
そ

の
成
立
は
江
戸
時
代
に
あ
る
。

矢
吹
町

の
民
家

今
回
、
町
史
編
纂
事
業
に
際
し
て
家
屋
台
帳
調
査

や
概
観
調
査
を
も
と
に
、
実
測
調
査
対
象
と
す
る
民
家

の
抽
出
を
お
こ
な
お
う

と
し
た

が
家
屋
台
帳
が
な
く

、
ま
た
、
調
査
を
断
ら
れ
る
民
家
も
あ

っ
て
、
調
査

の
対
称
を
明
治
時
代
ま

で
ひ
き
さ
げ
ざ

る
を
得
な
か

っ
た
。

福
島
県

で
は
、
昭
和
三
十
年
代
、
四
十
年
代
に
、
県
内

に
残
る
民
家
の
緊
急
調
査
を
実
施
し
て
実
態
を
把
握
し
な
が
ら
民
家
を
貴
重
な
文
化
財
と
し

て
保
護
施
策
を
進
め
て
き

た
。

こ
の
と
き
に
調
査

さ
れ
た
例
を
含
め
矢
吹
町
の
民
家

の
特
色
を
み
る
と
、
主
屋
は
直
屋
が
主

で
中

門
造
り
は
み
ら
れ
な

か

っ
た

が
、
福
島
県
教
育
委
員
会

の
調
査
で
、
社
家
遺
構

で
あ
る
も

の
の
関
根

フ
サ
子
家
が
背
面
に

一
部
を

つ
き
出
し
た
形
を
と
り
、
屋
根

の
か
け
方

か
ら
裏
中
門
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
農
家
住
宅
に
は
確
認
例
が
な

い
が
稀
少

の

一
例

で
あ
る
。
主
屋
を

L
字

に
構
え
る
中
門
造
り

の
構
造
形
式
は
雪
国

に
特
徴
的
な
形
式

で
あ
り
、
隣
接

の
大
信
村
で
は
数
は
少
な

い
が
旧
会
津
街
道
沿

い
の
飯
土
用
な
ど
に
み
ら
れ
、
ま
た
、
昔

は
旧
会
津
街
道
沿

い
に
多

く
み
ら
れ
た
と

い
う
話
も
残

っ
て
い
る
。
中
門
造
り
は
会
津
か
ら

の
伝
播
で
あ

っ
て
、
奥
州
街
道
沿

い
の
矢
吹
町
周
辺
は
距
離
的

に
は
大
信
村
に
近

い
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も

の
の
、
気
象
風
土
的

に
は
関
東
に
似
て

い
て
、
会
津
か
ら
の
影
響

が
お
よ
ぼ
な
か

っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。

農
家

の
屋
根
型
に
は
寄
棟
造
り
が
多

い
が
、
小
針
弥
太
郎
家

・
円
谷
良
行
家
は
入
母
屋
造
り
で
、
ま
た
、
古

い
写
真
を
み
る
と
三
城
目
な
ど

の
街
道
沿

い
に
は

ア
ズ

マ
造
り

(カ
ブ
ト
屋
根

)
の
入
母
屋
形
式

の
民
家
が
数
多

く
建

っ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
切
妻
造
り
は
土
蔵

や
納
屋

の
付

属
屋
に
多

い
。

軒

の
つ
く
り
方

に
は

「
セ
ガ
イ
」
「
ノ
ダ
ル
キ
」
が
あ
る
。
「
セ
ガ
イ
」
は
さ
ら
に

「
ホ
ン
セ
ン
ガ
イ
」
「
ヤ

ロ
ウ
セ
ン
ガ
イ
」
「
ロ
ク
セ
ン
ガ
イ
」

に

わ
け
ら
れ
る
。

カ
や

ぶ

「セ
ガ
イ
」
は
セ

ン
ガ
イ
と
も

い
い
、
茅
葺
き

の
家
で
側
柱
の
上
部
か
ら
腕
木
を

つ
き
出

し
て
出
桁
を

の
せ
、
天
井
板
を
は

っ
て
内
側
を
隠
す
と

い

う
化
粧
的

に
仕
上
げ
る
方
式

で
、
江

戸
時
代

に
は
、
農
家
で
は
贅

沢
な

つ
く
り

方
と
さ
れ
て
上
層
農
家
以
外
に
は
使
用
が
禁
じ
ら
れ
た
。

「
ロ
ク
セ
ン
ガ
イ
」
は
、
軒

下
の
茅

を
覆

い
隠
す
板
を
角
材

の
垂
木

で
受
け

た
仕
上
げ

で
、
側
柱

の
上
部

か
ら
腕
木
を

つ
き
出
し

て
出
桁
を

の
せ
、
天
井
板

を
は

っ
て
の
仕

上
げ

を
し
な

い
。
「
ホ
ン
セ
ン
ガ
イ
」

は
寺
や
神
社
な
ど

に
も

み
ら
れ

る
二
重

に
角

材

の
垂
木

で
仕
上
げ

る
方
式

で
、
重
厚

感
が
あ
る
。

「
ヤ

ロ
ウ
セ

ン
ガ
イ
」

は

「
ホ
ン
セ
ン
ガ
イ
」

の
よ
う
な
二
重
に
は
し
な

い

一
重

の

取間

角
材

の
垂
木
で
仕

上
げ

る
方
式

で
、
重
厚
感
は

「
ホ

ン
セ

ン
ガ
イ
」

に
比

べ
て

臆

や
や
劣
る
が
・
「
ホ
ン
セ

ン
ガ
イ
」
と

同
様

に
美
し
さ
が
あ
る
・

細の

査鞍

無

欝

欝

遡撫

識
轍

螺

耽

撫

間

間

間

ー

り

の
民
家
を

み
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。

⑰

伽

鉱

囲

iシタイドコロ ウ オクザシキ
ワ

イ
ド
コ デトノザシキ
ロ 〔マエザシキ)

iシタイド・・
ナ ン ド オクザシキ

ウワ
イド

。 デ トノザ シキロ(マ エザシキ)

:

iシタイドコ。

…

ナ ン ド ナ ン ド

ウワイ
ドコ ナカノ

ロ マ

オクザシキ

デ トノザシキ

〔マエザシキ)
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か
み

て

広
間
型
三
問
取
り
の
民
家
と
は
、
図
3
に
示
す

よ
う

に
床
上
部
分
が
三

つ
の
部
屋
に
分
割
さ
れ
、
当
地
方
で
は
上
手

に
デ
ト

ノ
ザ
シ
キ

(
マ
エ
ザ

シ

キ
)
、
そ
の
奥

に
オ
ク
ザ

シ
キ
、
手
前

の
土
間
に
沿

っ
て
広

い
ウ
ワ
イ
ド

コ
ロ
を
持

つ
タ
イ
プ

で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
派
生
し
て
ウ
ワ
イ
ド

コ
ロ
が
ふ
た

つ
に
分
割
し

て
ウ
ワ
イ
ド

コ
ロ
と
ナ

ン
ド
と
な

っ
て
四
間
取
り
に
変
化
す

る
。
名
主

・
庄
屋
と

い
っ
た
村
役
人
層
に
な
る
と
そ

の
二
列

の
間
に
ナ
カ
ノ

は
さ

マ
と

ナ
ン
ド

の
二
室
が
挟
ま

っ
た
六
間
取
り
と
な
る
。

縄
文

や
弥
生
と

い
っ
た
時
代

に
は

一
間
が
基
本
で
あ

る
が
、
部
屋
割
に
な
ら
ず
と
も
平
面
的
に
は
仕
切
り

の
存
在
を
う

か
が
え

る
痕
跡
も
見
出
せ
る

も

の
も
あ

る
。
ま
た
、
縦
方
向

に
み
る
と
二
階
屋
の
存
在
も
推
測
さ
れ
て

い
る
。

一
間
取
り
か
ら
二
間
取
り
と
な
り
、
三
間
取
り
か
ら
四
間
取
り
、
六
間
取
り

へ
と
部
屋
割
が
進
み
大
型
化
し
た

の
は
江
戸
時
代

の
こ
と

で
、
明
治

中

ご
ろ
か
ら
は

二
階
建

て
の
農
家
も

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
昭
和
三
十
年
代
以
降

の
機
械
化
、
生
活
様
式

の
変
化
、
近
代
化
に
よ

っ
て
農
村
が
大
き

く

変
化
す

る
ま

で
の
長

い
間
、
こ
う
し
た
間
取
り
形
式

は
基
本
的

に
は
大
き

な
変
化
が
な
く
続

い
て

い
た
。
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五

矢
吹
町
の
民
家

今
回

の
町
史
編
纂
事
業

で
は
さ
ま
ざ
ま

な
制
約
が
あ

っ
て
十

分
な
調
査
を
実
施
で
き
た
と
は

い
い
難

い
が
、
少
な
く
と
も

一
七
世
紀

調

査

事

例

に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
民
家

の
発
見
は
な
か

っ
た
。

今
回

の
町
史
編
纂
事
業
を
含
め
て
、

こ
れ
ま

で
の
矢
吹

町
で
の
民
家
調
査
は
福
島
県
教
育
委
員
会
が
お
こ
な

っ
た
昭
和
三
卜
九
～
四
十
七
年

に
か
け

て
の
緊
急

調
査

が
唯

一
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
以
外

に
は
個
人
的
な
調
査
が
は

い
っ
た
か
も
し
れ
な

い
が
報
告

は
な

い
と
思
わ
れ
る
。

県

の
お
こ
な

っ
た
調
査

は
、
昭
和

四
十

八
年

二

九
七
三
)

に

『
福
島
県

の
民
家

(N
東
白

・
西
白
)
』

(福
島
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
四

一
号
)

に
ま
と
め
ら
れ
、
矢

吹
町
で
は
小
針
弥
太
郎
家

(中
畑
)
・
関
根

フ
サ
子
家

(三
城
目
)
・
岡
崎
賢

樹
家

(中
畑
)
・
小
針
正
男
家

(須
乗
)

の
四
軒
が

報
告
さ
れ
て

い
る
。
以
下
、
町
史
調
査
例
を
含
め
、
順
次

そ
の
概
要
を
述

べ
て
み
る
。
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調
査
民
家

一
覧

(
一
)
小
針
弥
太
郎

(和
子
)
家

(矢
吹
町
中
畑

一
六
七
番
地
)

『福
島
県
の
民
家

(N
東
白

・
西
白
)』
よ
り

代

々
庄
屋

で
、
し
か
も

一
時
代
官
を

つ
と
め
た

こ
と
も
あ

る
大
規
模
な

住
居
で
あ

る
。

建
築
年
代
も

「安
永
五
年

(
一
七
七
六
)
十

一
月
十
八
日

落
成
」
と

記
さ
れ
た
受
納
帳
が
保
存
さ
れ
て
は
い
る
が
、
±
問
以
下
切
断
改
造
、
屋

根
改
造
な
ど
ザ

シ
キ
ま
わ
り

の

一
部
を
除

い
て
原
形
を
と
ど
め
る
部
分
が

少
な

い
の
は
惜
し
ま
れ
る
。

し
か
し
、
明
治
三
十
年
作
成
の
家
相
図
等
を
も
と
に
原
形
の
概
略
を
推

定
で
き
る
状
態

で
は
あ
る
。

こ
れ
ら
に
よ
る
と
街
道
沿

い
に
は
門
に
続

い

て
土
塀
を

巡
ら
し
、
敷
地
内
に
は
蔵

五
棟

、
そ
れ

に
納
屋
、
外
厩
な
ど
を

配
置
し
、
さ
ら
に
ザ

シ
キ
側
面
に
は
庭
も
築

い
て
い
た
。

原
形
の
主
屋
は
桁
行

一
四

・
○
問
、
梁
行

六

・
五
間

で
九
〇
坪
を

こ
え
、

西
白

の
特
色

で
あ

る
内
厩
も
有
し
て

い
た
。

四
室
列

で
は
あ
る
が
ザ

シ
キ

列
で
は
三
室
を
確
保
し
、
「
な
ん
ど
」
も

.
一室
、

「お
お
ひ
ろ
ま
」

は
前
後

に
大
き
く
二
分

さ
れ
、
さ
ら

に
中
二
階
を

設
け

る
な
ど
各
室
列
に
お

い
て

横
間
仕
切
り
が
著
し
く
室
数

の
増
大
を
示

し
て
い
る
。
奥
座
敷

に
あ
た

る

p三

三
濠

.
ユ

門三

ロ
ニ

げ

<3

O
O
「

;
N
一

Q
門
一

/『 ノ 〆

げ/
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イ
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∵

パ
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2
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τ
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一
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2
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残
つ

て
い

る

コ

ぽ の

震
ヒ

が 一
つ わ

く き
OL

コ
じ
よ

う
だ

ん
L

嚢

欝:
【写真106】小針家配置図

(中畑陣屋御耀場絵図面より)

げ'

轟
議

諾轡▲

【写真107】 小針弥太郎(和 子)家 ・正面

【写真108】 玄関

【写真109】 じょうだん の間

 

「
し
ょ
い
ん
」
も
上
質
で
、
し
カ
も
ざ

し
き

側
面
の
内
縁

は

一
問
幅

に
な
り
、
前
方

に
は
ほ
ぼ
原
形

の
ま
ま
で

一
方

、
各
室

で
二
間
以
上
の
開

口
が
多
く
構
造
技
術
も
進

み
、
仕
上
げ
工
具
に
お

い
て
も

「
ど
ま
」
ま

で
す

べ
て

「
か
ん
な
」
を
使
用
し

て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
よ
り
上
層
で
も
完
成
型

の
住
居
に
属
す

る
と

一
応
考
え
ら
れ
る
。

柱

間
真

々
の
寸
法
が

「
ど
ま
」

(
一
九
六
～

一
九
七
修
ザ
)
と

「
ざ
し
き
」

(
一
九

二
修
障
ル
)
で
約
五
穆
阿
ル
の
差
が
あ
る

の
は
、
こ
の
地
域
遺
構
で
は

数
少
な

い
例

で
あ
る
。

(
二
)
関
根

フ
サ
子
家

(矢
吹
町
天
開

三
四
四
番
地
)

『福
島
県
の
民
家

(W
東
白

・
西
白
)』
よ
り

調
査
対
称

の
う
ち
で
は
数
少
な

い
社
家
遺
構
で
あ

る
。
旧
街
道
か
ら
か
な
り
離
れ
た
丘

の
上
に
位
置
し
、
規
模
も
小
さ

い
。
現
在
は
居
住
者
が
か
わ

っ
て
い
て
、

口
伝
な
ど
も

ほ
と

ん
ど
存
し
な

い
。
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も
ミ

h
M
、

9
「、

◎
電㌧
、

"
誕

N

」
煙
、

亀

、

尋
唱

◎
疑
、

も

ん

」

と

い

っ
て
よ

い

で
あ

ろ

う
。

部
は

「ざ

し
き
」
三
室
を
タ

テ
に
並

べ
、

こ
の
た
め
背
面
に

一
部
を

つ
き
出
し
た
形
を
と

る
。
屋
根
の
か
け
方
か
ら
み

て

「
う
ら
ち

ゅ
う

現
状
で
は
、
開

口
部
や
え
ん
と
う

の
改
造
が
甚
だ
し

い
が
、
痕
跡

が
比
較
的

明
瞭
な
た
め
原
形

の
姿
は
ほ
ぼ
判
明
す
る
。
三
室
列

の
端

【写真110】 関根 フサ子(馨)家 ・遠景
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奥
座
敷
に
あ
た
る

「
じ
ょ
う
だ

ん
」
は

「と

こ
」

「た
な
」
「
平
し

ょ
い
ん
」
を
備
え

、
「
な
か
の
ま
」
床
面

よ
り

一
〇
修
阿
ル
高
く
構
え
る
。
板
敷
き

で
あ
る

「
ま
え
ざ

し
き
」

は
前
室
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
ま
た

「
な
ん
ど
」

は

い
わ
き
地
方

に
多
く

み
ら
れ
る
型

で
、
「
お
お

ひ
ろ
ま
」
奥

の
隅
を
区
切

っ
た
小
規
模
な
も

の
に
な
る
。

外
ま
わ
り
開
口
形
式

は

一
問
ご
と

に
柱

が
立
ち
、
袖
壁
付
建
具
や
二
枚
板
戸
に
障
子
戸
を

↓
枚

ひ
く
遅

れ
た
形
式
を
示
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
ど

ま
」

「
お
お
ひ
ろ
ま
」
境

は
開
放
と
な

る
な
ど
部
分
的

に
は
各
所

に
古

い
要
素
が
現
れ
、
江
戸
後
期

一
七

〇
〇
年
代
を
く
だ
ら
な

い
遺
構
と
推
定
さ
れ

る
。な

お
、
造
作
等
も
素
朴
で
、
社
家
と
し

て
は
中
質

の
も

の
で
あ

っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

(三
)
岡
崎
賢
樹

(長

一
郎

)
家

(矢
吹
町
中
畑

一
七
六
番
地
)

『福
島
県
の
民
家

(
W
東
白

・
西
白
)』
よ
り

小
針

弥
太
郎
家

の
す
ぐ
近
く
に
位
置
し
、
現
在
も
旧
街
道
沿

い
に
新
し

い
⊥
塀
を
巡
ら
し

て
お
り
、
大
き
な
屋
敷
構
え
で
、
か

つ
て
酒
造
業
も
か
ね

た
庄

屋
の
遺
構

で
あ
る
。

敷

地
も

か
な
り
広
く
、
庭

や
蔵
な
ど

の
配

置
は

小
針

氏

宅
と

類
似

し

て

い

る
。現

状

で
は
、
明
治
初
年

の
増
築
と

い

わ
れ
る

「
じ
ょ
ち

ゅ
う

べ
や
」
等
背
面

の
改
造

が
著

し

い
が
、
主
屋
規
模

の
原

形
は
推
定

で
き
、
桁
行

一
四

・
七
五
間
、

梁
行

五

・
二
五
問

で
約
七
七
坪
を
持

っ

て

い
た
。
室
列
は

四
列

で

「
つ
ぎ

の
ま
」

【写真112】 岡崎賢樹(長 一郎)家 ・正面

(提供 会津武家屋敷)

■
弼
響

嚢
ー
竃

【写 真113】 ちゃの ま

警

謳し響
【写真114】 じょうだんの 間
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レ
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凶

前ま
た

「
に
わ
」
部
分

の
面
積

が
大
き
く
、
約
八
坪

の
内
厩
を
有
し
、
そ

の
上
の
中

二
階
も
ほ
ぼ
原
形

の
ま
ま
残

っ
て
お
り
、
戦
前
ま

で
は
養
蚕

に
使
用

し
た
と

い
う
。

「
に
わ
」

「ち

ゃ
の
ま
」
境

に
は
特
に
太

い
柱
も

な
く
、
構
造
的
に
は
進

ん
で
い
る
よ
う
だ
が
、
原

形

で
は

こ
こ
に
ま
だ
建

具
が
は

い
ら
ず
開
放
と
な

り
、

こ
の
点
で
は
古

い
形
式
を
残
し

て
い
る
。

絵
図
面

や
土
地
関
係

の
記
録
が
曲豆
富
に
保
存

し

て
い
る

の
は
、
庄
屋
を

つ
と
め
た
た
め

で
あ
ろ
う
。

現
在
は
会
津
村
に
移
築
さ
れ

て
い
る
。

(
四
)
小
針

正
男
家

(矢
吹

町
花
の
里

二
五
番

地
)

『福
島
県
の
民
家

(W
東
白

・
西
白
)」
よ
り

白
河
盆
地
と
郡
山
盆
地

の
境

に
位
置
す
る

「
ひ

だ
り
や
」

の
農
家
遺
構

で
あ
る
。
明
治
中
ご
ろ
前

面

の
敷

地
か
ら
現
在

の
地

へ
移
築

し
た
も

の
で
、

「
に
わ
」

周
辺
や
背
面
部
等

に
特
に
改
造
が
多
く

な

っ
て

い
る
。

ー
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,・L「1 ▼ とだな1 コ ー シ

ガ
マ

1聰

Ol ふ ろ.

一

■

、コ ノ ク リ ー トた た き

▽
一II

×

1燦 ・まl
l床 ・た赫

層
/マ カマ ミ イ2

ろ くじ ょ う

(な ん ど)

天 舛:ベ ニ ヤ

1

ガ
巳 一

いろり
冨

カ マ ミ イ 、 床 たたみ
』7

ガ マ ガ マ 」 ウマ ミフ4
.

吉・

暫

1

イ

カ
1 にわ

週 李
・ κ 井:ス ノ コ ミ

イ イ床:た た み

[

は ち じ ょ う

(ざ し き)

■

カ 55 億耐杜 さおぶら ,

,

イ

ノ 犬 井
.な し

く
床:た たみ

1 カ イ
Nる カマ ミシ・1カ マミシ・

匹 ■ 1 一 一 レカ

一 カ ノ ミイ ヤ
_一一-暫,,　

カ ノ ミ イ マ
ー 一一一'i-一 一一曹' llhIl日

イ カ

ヨ ▲-iカ ▲ 土力 『 冒
きどぐち

【図11】小針正男家 現状平面



第三節 住

室
列
は
三
列
に
な
り
、

「イ

マ
」
「ざ

し
き
」
前
面

に
は
当
初
か
ら

の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
内
縁
が
設

置
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、

「イ

マ
」
奥

の
間
仕
切
り

や

「
ト

コ
」
等

は
中
占
改

造
の
よ
う
で
あ
る
が

定
か

で
は
な

い
。
ま
た

「
に
わ
」
は
ほ
と
ん
ど

コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
た
た
き

に
な
り
、
新
た
な
作
業
空
間

と
し

て
姿
を

一
変

し
て
い
る
が
、
当
初

は
内
厩
も
有
し
て

い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

規
模
も
中
程
度

で
、
ざ
し
き
内
部
に
は
長
押

し
が

み
ら
れ
な

い
な
ど
比
較
的
粗
末

で
あ
り
、
本
百
姓

住
居
と
考
え

ら
れ

る
。

前
面
開
口
形
式
は
新
し

い
手
法
を
採
用
し

て
い
る

の
で
、
時
代
は
く
だ
る
で
あ

ろ
う
。

(五
)
小
林
光
男
家

(矢
吹
町
中
畑

二
五
三
番
地
)

.
一〇
〇
二
.
九
。
二
f
調
査

寄
棟
、
直

屋
造
り
。
矢
吹
町
で
は
中
程
度

の
農
家
住
居
で
あ

る
。

玄
関
右
手
妻
側

に
サ

ッ
カ
ケ
イ
ン
キ

ョ
と
称
し
、
同
棟
の
隠
居
部
屋
を

つ
く
り
こ
ん
で
い
る
。

光
夫

氏
に
よ
る
と
祖
父
政
太
郎
氏

の
代

の
、
明
治
卜
七

～
ニ
レ
年
ご
ろ
に
建

て
ら
れ
た
と

い
わ
れ
る
。

室
列
は
三
列

に
な
り
、
現
在
、
±
間
部
は
ト
ン
ボ
側
、
シ
タ
イ

ロ
リ
部
分
と
も
板
敷
き
と
な

っ
て

い

る
が
、
内
厩
を
含
め
た
旧
土
間
部
分
は
主
屋
面
積
、の
約
半
分
近
く
を
有

し
て
い
る
。
ま
た
、
当

初
よ
り

の
周
り
廊

下
で
あ
る
が
、
平
側
が
外
縁

で
、
内
側
建
具
は
鴨
居

・
敷
居
と
も
=
.本
溝

に
切
ら
れ

て
い
る
。

を
有
す

る
の
に
対
し
て
、
妻
側
で
は
内
側
柱

に
風
蝕
痕
も
な
く
内
側
建
具
に
は
戸
袋
溝
等

の
痕
跡
も
な

い
。

は
内
縁
だ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ア

へ

欝
炉

ジ響
し

唱
鴨

〈〉『ノ
幽蝸 ■1

恥

窄

縣

準

馳

簿
.

熱灘 羅露 、
一㎞量窯 ・撫

【写真115】 小針正男家 にわ ・土間

 

さ
ら
に
後
か
ら
戸
袋
溝
を

し

つ
ら
え
た
痕
跡

外
側

に
戸
袋
痕
が
あ

る
の
で
、
妻
側

の
縁

現
在
台
所
と
し

て
使
用
し
て

い
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
土
間
の
場
所
を
カ

マ
ド
ノ

マ
エ
と
よ
ん

で
い
る

の
は
、
竃

が
お

い
て
あ

っ
た
旧
態
を
示
し

て
い
る
。

床
上
部
は
食

い
違

い
四
間
取
り

で
あ
る
が
、
ウ

ワ
イ
ド

コ
ロ
と
ザ
シ
キ
、
オ
ク
ザ
シ
キ
境

の
柱

が
抜
け

て
い
る
。
途
中
、
改
造
が
あ

っ
た
よ
う
だ
。

昭
和
四
十
年

に
屋
根
が
え
を

し
、
そ

の
と
き
に
煙

出
し
を
と
り
払

っ
て
い
る
。
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マ

カ
マ

ヤ

【写真117】 小林光男家 土蔵前景

脚 ～ ～ 一詣鎚

触詞ゴ1∵ 媒 嫉 麟

∫ 、一気鯵審 欝㌶ ∵
【与 則IO」 ノ」・林 兀 男 家 ・正 面

【写真119】 神棚 と仏壇 【写真118】 シタイロリ
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(六
)
関
根
信

雄
家

(矢
吹

町
中

畑

一
一七
六
番

地
)

一
.○
〇
二
.
九
.
二
十

一
調
査

寄
棟
、
直
屋
造
り
。
小
林
光
男
家
同
様
矢
吹
町

に
あ

っ
て
は
中
程
度

の
農
家
住
居
で
あ
る
。

玄
関
左
手
妻
側
に
棟
続
き

に
隠
居
屋
を
造
作

し

て
い
る
ほ
か
、
土
間
部
を
中
心

に
改
造
が
著
し

い
。

信
雄
氏

に
よ
る
と
祖

父
平
之
丞
氏
が
生
れ
た
年

に
、
越
後

大
工

に
よ

っ
て
建

て
ら
れ
た
と

い
う
。

明
治
中
期
ご
ろ

の
建
物

か
。

室
列
は
三
列

に
な
り

、
現
在
、
±
間
部
は
ト
ン

ボ
側
、
シ
タ
イ

ロ
リ

(茶

の
間
)
部
分
と
も
板
敷

き
と
な

っ
て
い
る
が
、
内
厩
を
含
め
た
旧
土
間
部

分
は
主
屋
面
積

の
約
半

分
近
く
を
有
し

て

い
る
。

ま

た
、
当
初
よ
り

の
周
り
廊

F
で
あ

る
が
、
平
側

内
側
柱

に
雨

戸
の
擦
り

跡
痕
が
み
ら
れ

る
の
で
、

平
側
が
外
縁

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
妻
側
で
は

内
側
柱

に
風
蝕
痕
も
な
く
内
側
建
具

に
は
戸
袋
溝

等

の
痕
跡
も
な

い
。
外
側
に
戸
袋
痕

が
あ
る

の
で
、

妻
側
の
縁

は
内
縁
と
し

て
の
使
用
で
あ

っ
た
ら
し

ー

カ

ー

カ

ー

ウ

カ マ

期 幽llI

1カ1カ
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ト
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【図13】関根信雄家 主屋間取り図

土蔵前の高 垣(シ ラカシ)【 写真120】 関根信 雄家 ・正面【写真121】 関根
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い
。

こ
の
特
徴
は
小
林
光
男
家
と
同
様
で
あ
る
。

現
在
台
所
と
し
て
使
用

し
て
い
る
場
所
は
改
造

が
著
し

い
。

床
上
部
は
食

い
違

い
四
間
取
り

で
あ
る
が
、
オ
オ
ヒ

ロ
マ
か
ら
床

の
間
が
あ
る
オ
ク
ザ

シ
キ

に
半
間
出
入
口

が
あ

る
。
昭
和
四
十
七
年

の
隠
居
屋
を
造
作

の
と
き
に
茅

屋
根
を
ト
タ

ン
屋
根
に
か
え

、
そ

の
と
き

に
煙
出
し

を
と
り
払

っ
て
い
る
。

(七
)
関
根
光
夫
家

(矢
吹
町

三
城
目

一
〇
八
番
地
)

二
〇
〇
三
.
六
.
八
調
査

入
り
母
屋
、
直
屋
造
り
。

昭
和

四
十
年
代
後
半

に
茅
葺
き
寄
棟

の
屋
根
を
傾
斜
を
緩
く
し
、
ト
タ

ン
葺
き

に

改
造
し

て
い
る
。

関
根
光
夫
家
で
は
、
稲
作

の
ほ
か
に

コ
ン
ニ
ャ
ク
栽
培
と
養
蚕
を
お
こ
な

い
、
養
蚕
は
昭
和

四
十
五
年
ご
ろ

ま

で
お

こ
な

っ
て

い
た
。
小
林
光
男

・
関
根
信
雄
家
と
同
様
、
矢
吹

町
で
は
中
程
度

の
農
家
住
居

で
あ
る
。

室
列
は
三
列
に
な
り
、
土
間
部
は
シ
タ
イ

ロ
リ
部
分
が
板
敷
き
と
な

っ
て
い
る
が
、

し

て
い
る
。

シ
タ
イ
ド

コ
ロ
と

ナ
ン
ド
、
ト

ン
ボ
か
ら
の
土
間
部

コ
エ
ン
と
イ
ド

コ
ロ
は
段
が

つ
い
て

い
る
。

イ
ド

コ
ロ
と

マ
エ
ザ

シ
キ

の
庭
側
が

エ
ン
カ

(縁
側
)
で
あ
り

、
現
在
、

で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
戸
袋
痕
が
み
ら
れ
る
の
で
、
以
前
は
外
縁
で
あ

っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

周
り
縁
で
は
な

い
が
、
妻
側

の
柱
が
全

て
新
し
く
当
初

の
姿
は
知
り
え
な

い
。

間
取
り
で
あ

る
が
、
イ
ド

コ
ロ
か
ら
床

の
間

の
あ
る
オ
ク
ザ
シ
キ
に
半
間
幅

の
出
入
口
が
あ

る
。

旧
厩
部
分
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
土
間
に
な

っ
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
原
形
を
と
ど
め
て

い
る
も

の
の
、

し

い
。
小
林
光
男
家
と
ほ
ぼ
同
時
期

の
明
治
中
期

の
建
築

か
。

【写真122】 神棚 と仏壇

 

内

厩
を
含

め
た
旧
土
間
部
分
は
主
屋
面
積

の
約
半
分
近
く
を
有

サ

ッ
シ
戸
を

ひ
き
内
縁
と
な

っ
て

い
る
が
、
内
側
敷
居
と
鴨
居
が
三
本
溝

小
林
光
男
家
や
関
根
信
雄
家

の
よ
う
に
妻
側
で
は
縁
を
持

つ

オ
ク
ザ
シ
キ
の
床

の
間

の
脇
に
書
院
を
持

つ
。
床
上
部
は
食

い
違

い
四

現
在
台

所
と

し
て
使
用
し

て
い
る
場
所
は
改
造
が
著
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【図14】 関根光夫 家 主屋間取 り図

【写真124】 土間

＼

主
屋
前
に
井

戸
が
あ
り
、
付
近

の
地
下
水

は
浅
く
、

一
丈
ぐ

ら

い
で
井
戸
水
と
し

て
使

っ
て
い
る
。
ま

た
、
主
屋
裏

に
同
棟

に
外
便
所
と
風
呂
場
を
設
け

て
い
る
。

【写 真126】 神棚 と仏壇(イ ドコロ)

【写真123】 関根光夫家 ・正面

縮

【写真125】 オカ ッテ
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(
八
)
関
根
ト
ラ
ヨ
家

(矢
吹
町

三
城
目

一
一
三
番
地
)

二
〇
〇
三
.
六
.
八
調
査

入
り
母
屋
、
直
屋
造
り
。
茅
葺
き

の
屋
根
を
傾
斜
を
緩
く
し

て
ト
タ

ン
葺
き

に
改
造
し

て
い
る
。
矢
吹
町

で
は
中
程
度

の
農
家
住
居

で
あ
る
。

室
列
は
三
列

に
な
り
、
土
間
部
は
ト

ン
ボ
か
ら
の
±
間
部
と
シ
タ
イ

ロ
リ
部
分
が
板
敷
き
と
な

っ
て

い
る
が
、
内
厩
を
含

め
た
旧
土
間
部
分
は
主

屋

面
積

の
約
半
分
近
く
を
有

し
て
い
る
。
旧
厩
部
の
梁

は
全

て
チ

ョ
ウ
ナ
削

り
で
あ
る
。

シ
タ
イ
ド

コ
ロ
と

ナ
ン
ド
は
平
面

に
続

い
て

い
る
が
、
ト
ン
ボ
か
ら
の
土

間
部

(現
在
は
板

の
間

に
し
、
茶

の
間
と
よ

ん
で

い
る
)
と
イ

ド

コ
ロ
は
段
が

つ
い
て

い
る
。

イ
ド

コ
ロ
と

マ
エ
ザ

シ
キ
の
庭
側

が

エ
ン
カ
で
あ
り

、
現
在

、
サ

ッ
シ
戸
を

ひ

き
内
縁
と

な

っ
て

い
る
が
、
内
側
敷
居
と
鴨
居

に
そ
れ
ぞ
れ
戸
袋
痕

が
み
ら
れ
る

の
で
、
以
前
は
外
縁

で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
周
り
縁

で
は
な

い
。
ま
た

、
後

年
外
柱
を
抜

い
て
縁
を
拡
張

し
、
あ
わ

せ
て
主
屋
裏
側
も

下
屋
出
し
を
し

て
居
住

面
を
広
げ

て
い
る
。
改
造
個
所
は
多

い
が
、
原
形
を
大
き
く
動
か
す
改
造
は
な
く
、

旧
態
を
残
し
て

い
る
。

オ
ク
ザ

シ
キ

の
床

の
間

の
脇

に
書
院
を
持

つ
。
床
上
部
は
食

い
違

い
四
間
取
り

で
あ

る
が
、
イ
ド

コ
ロ
か
ら
床

の
間

の
あ

る
オ

ク
ザ

シ
キ

に
半
間
幅

の
出
入

口
が

あ

る
。

旧
厩
部
分
は

コ
ン
ク
リ

ー
ト
±
間

に
な

っ
て
い
る
。
ほ

ぼ
原
形
を
と
ど
め

て
い

る
も

の
の
、
現
在
台
所
と
し

て
使
用
し

て
い
る
場
所
は
改
造
が
著
し

い
。
小
林
光

男
家
と
ほ
ぼ
同
時
期

の
明
治
中
期
の
建
築
か
。

ガマ

【図15】 関根 トラヨ家 主屋 間取 り図
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マ

一

【写 真127】 関根 トラ ヨ家 ・正面

【写真128】 チ ャノマ

【写真129】 仏壇 と神 棚(ウ ワイ ドコロ)

【写真130】 オカッテ 注 連縄

 

(九
)
小
磯
忠

三
家

(矢
吹
町
田
内
三
八

一
番
地
)

二
〇
〇
、
一.
十

、
.
卜
五
調
査

入
り
母
屋
、
直
屋
造
り
。
矢
吹
町
で
は
中
程
度

の
農
家
住
居
で
あ

る
。

玄
関

の
左
手
ザ

シ
キ
妻
側
に
隠
居
屋
を

つ
く
り
こ
ん
で

い
る
同
棟
隠
居

で
あ

っ
た
が
、
現
在
は
主
屋
前
に
別
棟

の
隠
居
を
建

て
て
い
る
。
主
屋
は
、

土
間
部
を
中
心
に
土

間
部
改
造

(昭
和
三
十

八
年
)
、
屋
根

の
葺
き
替
え

(茅
屋
根
か
ら
ト
タ
ン
葺
き

に
、
昭
和

三
十

八
年
)
、
厩
改
造

(昭
和

四
十
八

年
)
な
ど
改
造
が
著

し
い
。

忠
三
氏
に
よ
る
と
明
治
十

五
年
生
れ
の
祖

父
が

四
、
五
歳
の
年

に
建

て
た
と

い
う
か
ら
、
明
治
初
期

の
建
物
か
。

室
列
は
=
.列
に
な
り
、
現
在
、
土
間
部
は
ト
ン
ボ
側
、
シ
タ
イ

ロ
リ
部
分
と
も
板
敷
き
と

な

っ
て
い
る
が
、
内

厩
を
含
め
た
旧
土
間
部
分
は
主
屋
面

積

の
約
半
分
近
く
を
有

し
て
い
る
。
ま
た
、
床
上
部
分
は
各

部
屋
と
も
現
在
畳
敷
き
で
あ
る
が
、
平
成
五
年
ご
ろ
ま

で
養
蚕
を
お
こ
な

っ
て

い
た
と
き

に
は
板

の
間
と
し
て
使

っ
て
い
た
。
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/
【写真133】 神棚 と仏 壇

㍉.

【写真131】 小磯忠三家 ・正面

.夢.、

【写 真134】 台所 【写真132】 シタイ ドコロ
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現
在
台
所
と
し
て
使
用
し

て
い
る
場
所
は
改
造

が
著
し

い
。
縁
は
ザ
シ
キ
前
と
キ
タ
ザ

シ
キ
裏

に
二
か
所
あ

る
。
ザ

シ
キ
前

の
縁
は
平
側
外
側
柱

に
風
蝕
痕
が
み
ら
れ
、
内
側

に

は

み
ら
れ
な

い
の
で
内
縁
、
キ

タ
ザ
シ
キ
裏
の
縁

は
平
側
外
側
柱
に
戸
袋
痕

が
あ

る
の
で

こ
れ
も
内
縁
で
あ
る
。

順

シ
キ

に

一
問
と
ほ
か
の
農
家

に
比

べ
て
広

い
出
入
口
が
あ
る
.、
ザ
シ
キ
の
床

の
間
は
妻
側

タ

(
一
〇
)
円
谷
良
行
家

(矢
吹
町
明
新
東

四

一
五
番
地
)

一
、○
〇
三
.
六
.
ヒ
調
査

茅
葺
き
寄
棟

、
直

屋
造
り
。
屋
根
上
部
に
煙
出
し
を
持

つ
。
阿
武
隈

川
河
畔
に
立

つ
。

そ

つ

良
行
氏

の
話
で
は
明
治
元
年

(
一
八
六
八
)
に
建

て
ら
れ
た
と
伝
え

ら
れ

て
い
る
大
規
模
農
家
住
宅
。
明
新

の
庄

屋
を

つ
と
め
、
曾
祖
父
は
三
神
村

の
収
入
役
を

つ
と
め
て

い
る
。
調
査
時
に
お

い
て
、
主
屋
裏
側
が
下
屋
出
し
し

て
い
た
ほ
か
原
形

に
対
し
て
大
き

な
改
造
は

み
ら
れ
な
か

っ
た
が
、
調

査
後

の
平
成
十
五
年

に
と
り
壊
さ
れ
た
。

原
形

の
主
屋
は
桁
行

一
二

・
五
問
、
梁
行

四

・
五
間

で
、
内
厩
も
有

し
て
い
た
。
四
室
列
で
は
あ

る
が
ザ
シ
キ
列
で
は
三
室
を
確
保
し
、
ナ
ン
ド
も

二
室
、
イ

マ
は
前
後

に
大
き
く

二
分
さ
れ
、
ジ

ョ
ウ
ダ

ン
と

の
間
の
イ

マ
は

い
わ
ゆ
る
ナ
カ
ノ

マ
と
な
る
。
イ

マ
の
前
方

に
は
、
ほ
ぼ
原
形
の
ま
ま

で

残

っ
て
い
る
上
客
の
た
め
の
玄
関
が

つ
き

、
石
の
あ
が
り
台
も
あ
る
。

ナ
カ
ノ
マ
か
ら
奥
座
敷

へ
は
半
間

の
出
入
口
が
あ
り
、
形
式
上
食

い
違

い
と
な

っ
て
い
る
。
奥

座
敷

に
あ
た

る
ジ

ョ
ウ
ダ
ン
の
床

の
間
は
ヒ
質

で
あ
る
。

ナ
カ

ノ
マ
庭
側
の
鴨

居

・
敷
居

の
中
央

に
柱
の
ホ
ゾ
穴
痕
が
残

っ
て

い
て
、
外
側
開
口
部
は

一
問
間
隔
に
柱
が
立

っ
て

い
た
古

い
形
式
を
持

っ
て
い

た

こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
、
そ
れ
ら

の
鴨

居

・
敷
居
は
三
本
溝
で
、
さ
ら
に
外
側

に
雨
戸

の
溝
を
持

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
当
初
は
外
縁
で
、
は
じ
め
に
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▲

【図17】 円谷良行家 主屋間取り図

【写真136】 円谷 良行家 ・正面【写真138】 カマ ド

【写真137】 下イ ロ リ

 

内
側

の
二
本

に
明
か

り
障
子

を
ひ
き
違

い
に

い
れ
、

外
側

の

一
本
で
雨
戸
を
ひ
く
形
式
で
あ

っ
た
も

の
が
、

次

に
は
ナ
カ
ノ

マ
と
ジ

ョ
ウ
ダ

ン
を

と
お
し

て
雨
戸

を
出

し

い
れ
で
き
る
方
式

に
改
造

し
、
広
く
主
屋
内

部

に
光
を
と

り
こ
め
る
方
式

に
改

め
た
こ
と
が
わ
か

る
。

さ
ら
に
最
終
的
に
は
縁

の
外

側
に
ガ

ラ
ス
戸
を

い
れ

て
縁
を
主

屋

の
内
側

に
と

り
こ
ん
だ
。
ジ

ョ
ウ

ダ

ン
の
妻

側
も

柱
に
雨
戸

の
ひ
き
跡

痕
が
あ
り
、
庭

側
同
様
に
外
縁

で
あ

っ
た
よ
う
だ
。

土
間
部

ト
ン
ボ
か
ら

の
入

口
部
分

は
、
大
正
時
代

に
背

戸
に
抜

け
る
ま
で

コ
ン
ク
リ
ー
ト
土
間

に
し
た
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が
、
旧
厩

の
列
は
依
然
と
し
て
土
間

の
ま
ま
で
あ

っ
た
。
か

つ
、
外
側

の
柱
は
半
間
置
き
に
立

っ
て

い
た
。

そ
の
ほ
か
、
大
き
な
屋
敷
林
と
付
属
屋
と
し

て
の
座
敷
蔵

・
衣
装
蔵

・
穀
蔵

・
味

噌
蔵

の
土
蔵
群
も
立
派

で
あ
る
。
当
地
域

の
村
役
人
を
勤
め
た
、

大
規
模
農
家

の
歴
史
を
感
じ
る
屋
敷
構
え

で
あ
る
。

(
一
一
)
蛭

田
キ
ミ
家

(矢
吹
町
寺
内
西

二
〇
六
番
地

)

二
〇
〇
二

十

一

十

五
調
査

寄
棟
ト
タ
ン
葺
き
、
直
屋
造
り
。
薄
葉

セ
イ
タ

ロ
ウ
家

の
隠
居
と
し

て
建
て
ら
れ
、
後
、
蛭
田
キ
ミ
氏
の
祖
父
留
吉
氏

の
代
に
買

い
求
め
た
と
伝
え

ら
れ
る
。
キ
ミ
氏

の
親
が
生
き

て

い
れ
ば

一
〇
〇
歳
に
な
る
と

い
う
か
ら
、
そ
れ
が
事
実
と
す
れ
ば
明
治
中
期

の
建
物
と

い
え
る
。

部
材
が
全
て
ほ
か

の
民
家
と
比
較

し
て
非
常

に
細
く
、
床

の
間
も
持
た
な

い
。
隠

居
屋
と
す
れ
ば
床

の
間
を
持

た
な

い
の
も
あ

っ
て
し
か

る
べ
き
か

と
も
思
う
。
ま
た
、
農
家

の
建
物
と
し

て
考
え

ら
れ
な

い
の
で
あ
る
が
、
ご

料
地

の
開
墾
、
曲鑑

肇

に
よ

っ
て
山
林
を
開
き

長
く
曲辰
業
を
営

み
、
現
在

＼

へ

は

田
約

八

反

、

畑
約

一
町
を

耕

作

し

て

い
る

の
で

、

現

状

、
農

家

と

し

て
見

ヒ
カ

ガ
マ
ガ
マ

ー
カ

立

て
れ
ば
、
内
厩
は
な
く
、
矢
吹
町
で
は
小
規
模
な
農
家
住
宅

に
な

る
。

上
屋
屋
根
材
は
チ

ョ
ウ
ナ
削
り
。

ニ
ワ
側

に
下
屋
梁

(
つ
な
ぎ
梁
)
を
長

く
出
し

て
外
柱
を
建
て
、
軒

先
を
広
く
と

っ
て
、
ド
屋
ド
に
巾
半

間
×
三
間

の
縁
を

し

つ
ら
え

て
い
る
。

ニ
ワ
側
の
敷
居

・
鴨
居
は
三
本
溝

に
切

っ
て
あ

る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

一
間
半

の
開

口
寸
法

で
あ
る
こ
と
が
理
由

で
あ
る
。

室
列

は
三
列

に
な
り
、
食

い
違

い
四
間
取
り
型
。
ト

ン
ボ
を
は

い
っ
て
土

間
部

は
せ
ま
く
、
建
具
な
し
に
板

敷
き

の
茶

の
間

に
続
く
。
シ
タ
イ

ロ
リ
部

分
は
板
敷
き

で
あ
る
が
イ

ロ
リ
が
な
く
、
茶

の
間

に
イ

ロ
リ
が
あ

る
。
ま

た
、

床
上
部
分
は
各
部
屋
と
も
現
在
畳
敷
き

で
あ

る
が
、
床
面
は
茶

の
間
か
ら
全

【写真139】 蛭田キ ミ家 ・正面
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【図18】 蛭田キ ミ家 主屋 間取 り図
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て
の
部
屋
が
同
じ
高
さ
に

フ
ラ

ッ
ト
に
な

っ
て
い
る
。

現
在

は
物
置

に
し

て
い
る
が
、
主
屋
西
側

に
別
棟
の
隠

居
屋
、
外

便

所

、
井

戸
、

(
「
二
)
高
久
喜
造
家

(矢
吹
町
中
畑

三
四
四
番
地

)

主
屋
の
建
築
年
代
は
、
高
久
喜
造
氏
に
よ
る
と

イ
カ

ガ
ト

明
治
の
末
と

い
わ
れ

る
。
養
蚕
を
お
こ
な
う

こ
と

効
騰

幼

個

媚

に

配
慮

し

た

つ
く

り

で
、

　
部

二

階

建

て

、

上
部

溜

床

に

三
室

を

持

つ
。

団励

屋
根

は
東
側
が
入
母
屋
造
り
、
西
側
が
切
妻
造

嘆

り
と
な

っ
て
い
る
。
昭
和
二
十
三
年

に
茅
葺
き
か

朴

ら
ト
タ
ン
葺
き
に
、
平
成
十
年

に
は
瓦
葺
き

に
し
、

土
間
部
分
も
平
成
五
年
に
改
造
し
て
、
こ
の
部
分

掛

は
原
形
を
消
失
し

て
い
る
。
床

上
部

は
食

い
違

い

掛

四
間
取
り

で
周
り
縁
を
持
ち
、
当
初

か
ら
内
縁

で

㌍

棚

あ

っ
た
よ
う
だ
。
さ
ら
に
、
縁

は
若
干
外
側

に
向

戸
棚

か

っ
て
傾
斜
が
あ
り
、
当
初

か
ら
家

の
中

の
ゴ

ミ

於

を
家

の
外

に
掃
き

出
す

た
め
に

つ
け
た
も

の
だ
と

フ
ロ
ー
リ
ン
ク

胸

い
う
。
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
も
養
蚕
を
意
識
し
た

圃
庫

飾

⑳

配
慮
が
み
ら
れ
る
.

㌔

ゼ

㊥

土
間

の
改
造
に
よ
り

イ

マ
や
台
所

・
風
呂
場

・

カ
マ

ガ
マ

ガ
ト

=一≡
　三
≡
一≡
一一=≡
三
≡
≡
=　一=…

、ン
ト

作
業
所

の
付
属
屋
を
持

つ
。

二
〇
〇
三

七

六
調
査

ガ
ト

カ
ト

≡
一…
=三
=≡
=一一=一…
≡
=
==一垂

一
　

/ト

/ト

諜
オクザシキ

フ

フ フ

マエサノキ
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輸

フ

㎜
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朴
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7

カ
ン

ナンド

大1}1柱

一フ〒rフ
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1ガ ト

1力

劣

あ
I

l鄭
土
力=含ンクリート

一
▲

 

階
へ⊥
〒

劣妬一
勇 ▲
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【図19】 高久喜造家

　土カー カト

ト ヨ

主屋間取り図

 

フ
ロ
ー
リ
ン
グ

ー
カ

ガ
ト

ガ
ト

防

【写真140】 高久喜造家 ・正 面

イカ イカ イカ

圏
一ノ

フ

 

イ
カ

イ

カ

イ
カ

【写真141】 大黒柱 と座敷
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隠
居
部
屋
を

つ
く
り
出

し
た
。

主

屋
玄
関

の
す
ぐ
左
脇
に
隠
居
屋
の
玄

関
を
別

に
設
け
、

ナ

ガ
シ
も
別

に
し

つ
ら
え
る
な
ど
独
立
し
た
装

い
に
な
る
が
、
主

屋
と
は
台
所
部
分

で
つ
な
が
る
。

い
わ
ゆ
る

つ
く
り
こ
み
隠
居

で
あ

る
。

(
付
)
旧
中
畑
陣

屋

・
岡
崎
憲
太
郎
家

(
矢
吹
町
中
畑

二
二

八
番
地

)

旧
中
畑
陣
屋
が
建

設
さ
れ
た
の
は
、
現
在
ま
で
に
知
る
こ
と

が
で
き
る
史
料
で
は
天
保

八
年

(
一
八
三
七
)
か
、
天
保
十
四

年

(
一
八
四
三
)
と
み
ら
れ
る
。

天
保
七
年
、
幕
領
浅
川
陣
屋

支
配
か
ら
、
中
畑
村
、
中
畑
新
田
村
、
堤
村
、
中
野
目
村
、
神

田
村
、

平
周
防
守

の
弟

軍
次
郎

の
知
行
所
と
し
て
与
え
ら
れ
た
。

【写真142】 神棚 と仏壇

【写真143】 エ ンカ

 

大
畑
村
、
中
野
村
、

川
辺
村

の
五
千
石
が
分
割
さ
れ

て
、
石
見
国
浜

田
藩
主
松

松
平
軍
次
郎
は
在
府

の
ま
ま
代
官
を
お

い
て
、
知
行
さ
せ
た
。
そ

の
際
、
代
官
陣

屋
を
建
築
し
た
。
明
治
維
新

に
よ
り
、
代
官
陣
屋
が
廃
止
と
な
り
、

中
畑

の
庄
屋
岡
崎
家

か
ら
譲
受
け
許
可

の
申
請
が
提
出
さ
れ
、
払

い
さ
げ
ら
れ
た

(明
治

三
年
)
。

譲
渡
を
受
け
た
岡
崎
長
左
衛
門
は
し
ば

ら
く
隠
居
と
し

て
使
用
し
た
が
、
明
治
七
年

二
男
長
三
郎

に
分
家
住
居
と
し

て
使
用
さ
せ
、
通
称

「
千
代
倉
」

と

よ
ば
れ

て
い
た
。
分
家

岡
崎
家
は
、
農
業
を
営

ん
だ
た
め
、
旧
陣
屋
の
主
屋
も
、
付
属
家
も

そ
の
後
何
回
か
と
り
こ
わ
し
や
改
造
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
。

昭
和
五
十
年

、
会
津
武
家
屋
敷

へ
移
築

の
際
、
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
で
、
民
家

で
は
な

い
が
、
資
料

の
抜
粋
を
次

に
掲
載
す
る
。
陣

屋
の
み
会
津
武
家
屋
敷
に
移
築
復
元
さ
れ
た
。
庭

園
な
ど
は
当
地
に
残
さ
れ
て
い
る

(昭
和
五
十

一
年

五
月
福
島
県
重

要
文
化
財

(建
造
物
)
指
定
)
。
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【図20】陣屋屋敷内 復元配置

【写真144】 移築 前の主屋 ・正面

【写真楓5】 移築前 しきだい ・玄関跡

蹴
認
劉
毒

・・

【写真146】 移築前 奥座敷 ・表座敷 をのぞむ

道路

【図21】 移築前 配置図

【写真147】 奥座敷 ・床の間
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【図22】 移築前 主屋正面
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